
人がつどい、まちが輝く、快適環境実感都市 
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永納山城跡が国史跡に指定
２～４ページ

　10月１日は国勢調査…………………………５ページ

　市民表彰～表彰式のご案内…………………６ページ

　「防災の日」の９月１日、加茂川河川敷において、市民
や地元自主防災組織をはじめ、県や西条市、新居浜市、四
国中央市の行政関係者と、警察や消防、自衛隊など63機関
から、約1750人が参加して愛媛県総合防災訓練が行われま
した。南海地震や大型台風の上陸を想定した訓練が実施さ
れ、昨年の台風災害を教訓に参加者は真剣な表情で訓練に
取り組んでいました。



臣
に
対
し
、
永
納
山
城
跡
を
国
史

跡
に
指
定
す
る
よ
う
答
申
が
出
さ

れ
、
２
カ
月
後
の
７
月
14
日
、
官

報
（
文
部
科
学
省
告
示
第
１
０
１

号
）
に
よ
っ
て
告
示
が
な
さ
れ
、

正
式
に
国
史
跡
「
永
納
山
城
跡
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
今
回
の
指

定
理
由
は
、
「
永
納
山
城
跡
は
、

愛
媛
に
所
在
す
る
７
世
紀
後
半
ご

ろ
築
造
の
古
代
山
城
跡
で
あ
り
、

絶
壁
状
に
切
り
立
つ
岩
盤
を
巧
み

に
利
用
し
、
列
石
と
土
塁
に
よ
る

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
こ
の
段
階
で
の
史
跡
指
定

申
請
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
近

年
遺
跡
の
価
値
が
再
認
識
さ
れ
、

平
成
14
年
度
か
ら
３
カ
年
を
か
け
、

再
び
遺
跡
の
将
来
的
な
保
存
・
活

用
を
め
ざ
し
た
確
認
調
査
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
査
成
果

を
ま
と
め
、
今
年
２
月
に
文
化
庁

へ
国
史
跡
指
定
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
５
月
20
日
に
国

の
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大

要
で
保
護
の
必
要
な
も
の
が
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
る
の
で
す
。

　

河
原
津
に
所
在
す
る
永
納
山
城

跡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
28
年
前

の
昭
和
52
年
の
こ
と
で
す
。

　

遺
跡
は
、
発
見
直
後
に
２
回
の

確
認
調
査
が
な
さ
れ
、
全
国
的
に

も
貴
重
な
古
代
山
城
で
あ
る
こ
と

　

史
跡
と
は
、
歴
史
上
ま
た
は
学

術
上
価
値
の
高
い
も
の
を
指
し
ま

す
。
文
化
財
に
は
、「
有
形
文
化

財
」、「
無
形
文
化
財
」
等
の
区
分

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
中
で

史
跡
は
名
勝
や
天
然
記
念
物
と
同

じ
分
類
の
「
記
念
物
」
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
史
跡
の
中
で
も
、
特
に
重

今
か
ら
お
よ
そ
一
三
〇
〇
年
前
に
築
か
れ
た
古
代
山
城

「
永
納
山
城
」

今
年
、
二
月
に
国
史
跡
指
定
申
請
を
行
っ
て
い
た
「
永

納
山
城
跡
」
（
河
原
津
）
が
、
七
月
十
四
日
正
式
に
国

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
は
十
件
目
、
市
内
で
は
小
松
町
北
川
の
「
法
安

寺
跡
」
（
昭
和
十
九
年
三
月
七
日
指
定
）
に
つ
い
で
二

件
目
の
国
史
跡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
特
集
で
お
伝
え

し
ま
す
。

今治平野

道前平野

永納山城跡

国
史
跡
と
は

永
納
山
城
跡
国
史
跡

指
定
ま
で
の
歩
み

永納山城跡が国史跡に
県下で10件目、市内で２件目の国史跡

指定
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外
郭
線
を
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、

対
外
関
係
が
緊
張
し
た
時
代
に
瀬

戸
内
海
防
衛
の
一
翼
を
担
い
、
畿

内
地
方
へ
の
侵
攻
を
食
い
止
め
る

目
的
で
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が
高

く
、
７
世
紀
の
対
外
関
係
を
示
す

遺
跡
と
し
て
重
要
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
範

囲
は
、
東
西
７
８
０
㍍
・
南
北
９

７
０
㍍
、
総
面
積
は
約
40
㌶
に
及

び
、
そ
の
一
部
は
隣
接
す
る
今
治

市
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

永
納
山
城
跡
の
よ
う
な
古
代
山

城
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
全
国
で
も
20
数
カ
所
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

日
本
書
紀
な
ど
の
文
献
に
よ
る

と
、
古
代
山
城
は
西
暦
６
６
３
年

の
「
白
村
江
の
会
戦
」
に
敗
れ
た

後
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
侵

攻
に
備
え
、
都
を
防
衛
す
る
た
め

に
築
城
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

永
納
山
城
も
瀬
戸
内
海
の
要
衝

に
位
置
し
て
お
り
、
同
様
の
役
割

を
果
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今治市

河原津海岸

西条市

国史跡指定範囲
市境

永納山城跡　国史跡指定範囲図

全
国
的
に
も
貴
重
な

古
代
山
城

永納山城跡が国史跡に
県下で10件目、市内で２件目の国史跡
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調
査
は
遺
跡
範
囲
を
確
定
す
る

こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
た

め
、
城
壁
部
分
を
中
心
と
し
た
も

の
で
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
列
石
と
土
塁
に
よ

る
城
壁
や
傾
斜
が
急
な
岩
盤
を
利

用
し
た
城
壁
な
ど
、
人
工
物
と
自

然
地
形
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た

外
郭
構
造
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
結
ん
だ
城
壁

外
郭
線
の
全
長
は
、
欠
損
部
分
も

含
め
発
見
当
初
に
示
さ
れ
て
い
た

約
２
・
５
㌔
で
あ
る
こ
と
も
再
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
し
、
城
壁
周
辺
以
外
に
関
し
て

は
ま
っ
た
く
の
未
調
査
状
態
で
す
。

今
後
は
、
い
ま
だ
不
明
確
な
城
内

や
城
門
な
ど
の
確
認
調
査
を
実
施

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
保
存
・
整
備
・
活
用
に

つ
い
て
は
、
長
期
的
な
視
野
で

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
３
０
０
年
の
時
を
経
て
眠
り
か

ら
覚
め
た
永
納
山
城
を
、
い
か
に

し
て
未
来
へ
残
し
伝
え
て
い
く
か
、

こ
れ
が
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
す
。

　

永
納
山
城
跡
が
地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
財
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

永
納
山
城
跡
は
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
に
よ
っ
て
遺
跡
の
範
囲
が
確

定
し
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
り
、

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し

永
納
山
城
跡

発
掘
調
査
結
果

こ
れ
か
ら
の

永
納
山
城

▶
列
石
と
土
塁
に
よ
る
城
壁

◀
調
査
指
導
委
員
会
の
様
子

▼現地説明会

▲石積みによる城壁

日時　11月13日㈰　13時30分～16時30分
会場　中央公民館１階　多目的ホール
問合せ　東予郷土館　℡0898－65－4797

◆記念講演
　講演者　狩野　久氏（元岡山大学教授）
◆パネルディスカッション
・コーディネーター
　下條信行氏（愛媛大学教授）
・パネラー
　石松好雄氏（下関市立考古博物館館長）
　狩野　久氏（元岡山大学教授）
　長井數秋氏（愛媛考古学研究所所長）
　白石成二氏（県立今治工業高等学校教諭）

　永納山城跡の国史跡指定を記念し、シンポジウム
を開催いたします。
　当日は県内外の専門家を招き、記念講演とパネル
ディスカッションを行う予定です。
　ぜひご参加ください。

土塁

列石

柱
跡
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調査の結果は、今年の12月から公表します。
まず、人口や世帯数の速報値を、その後「高
齢者世帯の状況」や「労働力状態、産業別構
成」などを順次集計・公表していきます。
これらの調査結果は、まちづくりを進める貴
重な資料として役立てていきます。現在、日
本は少子・高齢化が急速に進んでいます。
みんなが暮らしやすいまちをつくっていくた

めには、住宅や福祉、医療の面でどういった
対策が必要かを、調査結果から探っていきま
す。そのためには、正しい統計が必要です。
もし、皆さんから回答が得られなかったり、
回答内容が不正解、不完全だと、精度の低い
統計になってしまいます。
あなたのまちの未来のために、あなたの現在
を調査票に記入してください。

国勢調査員が皆さんのお宅に調査票を配りに
おうかがいしています。調査票がお手元に届
いたら、10月１日現在の皆さんの状況を記入
してください。記入していただく項目は、男
女の別、出生の年月、就業状態、通勤・通学
地、住居の種類など17項目です。

記入していただいた内容は、統計を作成する
ためだけに使い、調査票は集計後に溶かしま
す。調査票に書かれたことが他にもれること
はありませんので、ご安心ください。
10月上旬までに、再び国勢調査員が調査票を
受け取りにおうかがいします。

　10月１日、国勢調査を全国いっせいに
行います。国勢調査は、日本に住んでい
るすべての人を対象とした大規模な統計
調査です。
　調査票を配布・回収するのは、国勢調
査員です。国勢調査員は、総務大臣から
任命された非常勤の公務員です。
　国勢調査員をはじめとする調査関係者
には、守秘義務があり、個人情報は守ら
れています。

総務省統計局　　http://www.stat.go.jp/　　　愛媛県・西条市
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■
西
条
東
中
学
校

○
光
り
輝
く
人
生
を

	

村
上
信
介
（
３
年
）

○
オ
ム
ツ
替
え
奮
闘
記

	

山
本
祐
介
（
３
年
）

■
西
条
西
中
学
校

○
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

生
活
を	

高
橋
和
洋
（
３
年
）

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
学
ん
だ
こ

と	

菅
美
紀
子
（
３
年
）

■
西
条
南
中
学
校

○
思
っ
て
い
る
よ
り
ま
ず
行
動  

	

藤
田　

歩
（
１
年
）

○
学
校
の
規
則
＝
ス
タ
ー
ト
地
点

	

菅　
　

睦
（
１
年
）

■
西
条
北
中
学
校

○
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
え
ら
れ

た
こ
と	

山
田
鮎
実
（
１
年
）

○
自
分
を
鍛
え
よ
う

	

白
石
祐
介
（
１
年
）

■
東
予
東
中
学
校

○
一
人
の
日
本
人
と
し
て
で
き
る

こ
と	

安
藤
彰
浩
（
３
年
）

○
家
族
の
絆

	

瀬
野　

咲
（
３
年
）

■
東
予
西
中
学
校

○
言
葉
以
上
に
伝
わ
る
気
持
ち

	

藤
原
菜
々
枝
（
３
年
）

○
「
み
ん
な
の
笑
顔
」

	

西
尾
俊
史
（
３
年
）

■
河
北
中
学
校

○
家
族	

近
藤
美
紗
子
（
３
年
）

○
支
え
合
う
社
会
へ

	

田
口
美
紀
（
３
年
）

■
丹
原
東
中
学
校

○
「
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
」
の
生
息
す

る
里
山
に
思
う

	

河
野
冴
香
（
３
年
）

○
あ
の
子
供
た
ち
の
よ
う
な
真
剣

な
眼
差
し
で

	

青
野
恭
兵
（
３
年
）

■
小
松
中
学
校

○
仲
間
の
大
切
さ

	

青
野
克
也
（
２
年
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て

	

高
橋
沙
弥
（
２
年
）

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
西
条
地
区
実
施
委
員
会
で
は
、

社
明
運
動
の
一
環
と
し
て
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
を
市
内
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
数
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　市では、11月１日の市制施行記念の日に、社会
公共の福祉にご尽力されるなど、市民の模範とな
る方々の表彰を行います。
　今回受賞される方々のご功績を紹介し、皆さん
とともに栄誉をたたえてお喜び申し上げます。

市 民 表 彰
市民表彰式のご案内

　市民表彰受賞者の方々に対する表彰式を開催します。
市民の皆さん、お誘い合わせのうえご出席ください。
日時　11月１日㈫　13時30分
場所　総合文化会館
問合せ　市庁舎本館　総務課総務係　TEL0897－52－1256

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表

渡部美喜夫氏（丹原町徳能出作）
　永年にわたり、自治会の要職にあって
職務に精励し、独居老人等を介助するな
ど地域福祉の向上に貢献されました。

杉野昭正氏（国安）
　永年にわたり、社会福祉団体等の要職
にあって職務に精励し、社会福祉の増進、
青少年の育成に貢献されました。

谷口豪臣氏（小松町南川）
　永年にわたり、保護司として非行少
年の更生活動に精励し、少年の健全育
成に貢献されました。

杉野　正氏（国安）
　永年にわたり、自治会活動や環境美
化活動に精励し、地域福祉の向上に貢
献されました。

伊藤美矛氏（大保木）
　永年にわたり、自治会活動や環境美
化活動に精励し、地域福祉の向上に貢
献されました。

黒瀨靜夫氏（丹原町川根）
　永年にわたり、交通事故で寝たきり
となる妻の介護を努め、その行いは地
域住民の模範となっています。
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土地改良区合併のお知らせ
　９月１日をもっ
て、丹原町土地改
良区、北田野土地
改良区、池之内土
地改良区が合併
し、旧丹原町内の
土地改良区がひと
つになりました。

※申請書等については、下記へお問い合わせくだ
さい。

■名称　丹原町土地改良区　　　
■代表者　渡部高尚　　
■事務所　丹原町池田1733番地１
　丹原総合支所　産業振興課内
　TEL0898－68－7300　

（
敬
称
略
）

◆
会
長

　
　

越
智　

壽
昭	

（
飯
岡
）

◆
会
長
職
務
代
理
者

　
　

桑
村　
　

實	

（
丹
原
町
古
田
）

校
区
別
農
業
委
員
会
委
員

■
飯
岡

　
　

越
智　

壽
昭	

（
飯
岡
）

　
　

郡　
　

隆
一	

（
飯
岡
）

■
大
町

　
　

宮
﨑　
　

浩	

（
福
武
甲
）

　
　

高
橋　

元
正	

（
大
町
）

■
玉
津

　
　

藤
田　

要
雄	

（
玉
津
）

■
西
条

　
　

桑
原　

幸
治	

（
朔
日
市
）

　
　

松
本　

麻
市	

（
明
屋
敷
）

■
神
拝

　
　

越
智　

易
孝	

（
樋
之
口
）

■
神
戸

　
　

明
比　

幹
夫	

（
中
野
甲
）

　
　

徳
増
稚
養
一	

（
安
知
生
）

　
　

野
口　

公
哉	

（
安
知
生
）

■
橘

　
　

横
井　

公
之	

（
楢
木
）

■
禎
瑞

　
　

加
藤　
　

茂	
（
禎
瑞
）

■
氷
見

　
　

日
野　

重
忠	

（
氷
見
丙
）

　
　

丹　
　

常
夫	

（
氷
見
甲
）

　
　

一
色　

頼
恵	

（
氷
見
乙
）

■
周
布

　
　

一
色　

宣
征	

（
周
布
）

　
　

越
智　

貞
臣	

（
吉
田
）

　
　

二
神　

健
訓	

（
周
布
）

■
多
賀

　
　

越
智　

廣
幸	

（
北
条
）

　
　

豊
嶋　

光
視	

（
北
条
）

■
壬
生
川

　
　

秋
川　

多

	

（
明
理
川
）

■
吉
井

　
　

山
内　
　

隆	

（
石
田
）

　
　

塩
崎　

英
昭	

（
今
在
家
）

　
　

渡
辺　

勝
司	

（
広
江
）

■
吉
岡

　
　

櫛
部
喜
久
雄	

（
上
市
）

　
　

大
澤　

美
敏	

（
安
用
）

■
国
安

　
　

青
野　

孝
志	

（
高
田
）

■
三
芳

　
　

垂
水　

久
明	

（
三
芳
）

　
　

茎
田　

元
近	

（
三
芳
）

■
庄
内

　
　

行
本　

國
夫	

（
福
成
寺
）

　
　

近
藤　

康
伸	

（
旦
の
上
）

　
　

松
本　
　

忠	

（
福
成
寺
）

■
楠
河

　
　

松
木　

一
博	

（
河
原
津
）

■
丹
原

　
　

徳
永　

義
明	

（
丹
原
町
池
田
）

　
　

渡
部　
　

桂	

（
丹
原
町
池
田
）

■
徳
田

　
　

桑
村　
　

實	

（
丹
原
町
古
田
）

■
田
野

　
　

佐
伯　

孝
志	

（
丹
原
町
高
松
）

　
　

佐
山　
　

等
（
丹
原
町
田
野
上
方
）

　
　

永
井　

冨
夫	

（
丹
原
町
長
野
）

■
中
川

　
　

佐
伯　

良
男	

（
丹
原
町
鞍
瀬
）

　
　

高
須
賀　

擴	

（
丹
原
町
明
穂
）

　
　

佐
伯　

利
彦	
（
丹
原
町
来
見
）

■
小
松

　
　

金
久　

豊
行	

（
小
松
町
新
屋
敷
）

　
　

玉
井　

三
山	

（
小
松
町
新
屋
敷
）

　
　

戸
田　

博
明	

（
小
松
町
北
川
）

■
石
根

　
　

神
野　

忠
治	

（
小
松
町
大
頭
）

　
　

曽
我　

義
一	

（
小
松
町
大
郷
）

　
　

茅
原　

安
夫	

（
小
松
町
安
井
）

　

７
月
24
日
に
実
施
さ
れ
た
農
業
委
員
の
一
般
選
挙
の
結
果
、  

49
人
の
農
業
委
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
の
農
業
の
発
展
を
託
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

西
条
市
農
業
委
員
会
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

お詫びと訂正
　広報９月号に次の誤りがありました。
　訂正して、お詫び申し上げます。
■11ページ　石綿。私たちは大丈夫？
　産業情報支援センター旧冷房機械室写真
［正］　　　　　　　　　　［誤］

■18ページ　障害者福祉のつどい
　[正]中央公民館（周布４０１－１　東予体育館横）
　[誤]中央公民館（壬生川４０１－１　東予体育館横）

■19ページ　国際理解講座
　[正]西条英語通訳ボランティアの会（エリス）
　[誤]西条国際交流ボランティアの会（エリス）
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西条警察署管内（旧西条市）の交通事故多発交差点

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

国道11号

駅前本通り

飯岡交差点

福武沢交差点

常心交差点

加茂川橋交差点

伊予銀行西条支店先交差点

県道
壬生川・新居浜・
野田線

船屋交差点

安田燃料先交差点

シェル石油先交差点

ヤングドライ花園店先交差点

古川橋南詰交差点

路　線　名 № 所　 在　 地 路　線　名 № 所　 在　 地

平成17年８月末現在

　西条市では、交差点での事故が交通事故全体の半数を占めているほ
か、高齢者・若者事故、追突事故の増加などが懸念されています。
　このマップは、交通事故が多発している交差点などを抜き出してい
ます。人も車も自転車も交差点は危険な場所と認識して、交差点では
「よく見る」「止まる」「徐行する」を心がけましょう。

問合せ：西条警察署　℡0897－56－0110

西条警察署管内
交通事故発生状況

発生件数

傷者数

死者数

区　分 平成17年 前年比

３１４件
４０７人
２人

－１３件
－１９人
－２人
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至松山

至今治

西条西警察署管内（旧東予市・周桑郡）の交通事故多発交差点

①
②
③
④
⑤

⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

国道11号

国道196号

小松駅先交差点

小松検問所西交差点

小松ＩＣ入口交差点

三津屋交差点

河原津交差点

県道
壬生川・丹原線

県道石鎚・丹原線

市道

東予総合支所先交差点

ヤマサン前交差点

石鎚橋北詰交差点
丹原町池田103－1先交差点
（今治小松自動車道高架下・桜木橋付近）

新市105－1先交差点
（今治小松自動車道高架下・市営当田団地付近）

路　線　名 № 所　 在　 地 路　線　名 № 所　 在　 地

西条西警察署管内
交通事故発生状況

発生件数

傷者数

死者数

区　分 平成17年 前年比

２７７件
３６５人
６人

－３９件
－３９人
＋２人

平成17年８月末現在

問合せ：西条西警察署　℡0898－64－0110
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の情報をお知らせします

もっと詳しく知りたいかたは…
○産業情報支援センター
（℡ 0897－53－0010　FAX 0897－53－0011  Ｅメール info@saijo-sics.co.jp ）
サイクスのホームページもご覧ください。
  http://www.saijo-sics.co.jp/

Saijo Industry & Information
 centre  for support

Vol. 11
　産業情報支援センターの運営組織である
㈱西条産業情報支援センター（愛称：サイ
クス）の各種情報をお知らせします。
　今回は、「中小企業の経営相談窓口の開
設」、「女性起業家スクール」などについて
お知らせします。

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
て
い

る
、
桂
経
営
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
西
条
経
営
相
談
事
務
所
で
は
、

同
社
が
積
み
重
ね
た
企
業
再
生
の

成
功
事
例
を
西
条
市
の
中
小
企
業

の
経
営
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、

当
セ
ン
タ
ー
に
経
営
相
談
窓
口
を

開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
同
社
に
よ

る
無
料
の
個
別
経
営
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
会
で
は
、
プ

ロ
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、

個
々
の
企
業
の
実
態
に
応
じ
た
相

談
に
お
答
え
し
ま
す
。

個
別
経
営
相
談
会
の
日
時

第
１
回　

10
月
７
日
㈮

　
　
　
　

９
時
30
分
～
18
時
30
分

第
２
回　

10
月
27
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
18
時
30
分

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
回
５
社
（
先
着
順
）　

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
産
業

情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

創
業
意
識
喚
起
事
業
（
小
学
生
、

高
校
生
、
女
性
を
対
象
と
し
た
起

業
セ
ミ
ナ
ー
）
の
一
つ
と
し
て
、

女
性
起
業
家
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し

ま
す
。

　

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
女
性
の
感

性
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
地
域
に

密
着
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
て
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
開
校
す
る
も
の

で
、
愛
媛
女
性
起
業
家
連
合
会
が

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
、
県
下
で
は

唯
一
の
ス
ク
ー
ル
で
す
。
起
業
家

を
め
ざ
す
女
性
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
内
容

▼
11
月
12
日
㈯　

10
時
～
16
時

〇
開
校
式

〇
女
性
起
業
家
と
し
て
の
条
件

〇
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

▼
11
月
19
日
㈯　

10
時
～
16
時

〇
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成

〇
起
業
家
と
し
て
の
経
理

▼
11
月
26
日
㈯　

10
時
～
16
時

〇
起
業
を
す
る
大
切
な
ツ
ー
ル

　

「
パ
ソ
コ
ン
」

〇
営
業
力
、
企
画
力

▼
12
月
３
日
㈯　

10
時
～
12
時

〇
閉
校
式

場
所　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
面
談
で
受

講
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限　

11
月
４
日
㈮

※
開
講
日
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
（
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）

　子どもたちに化学の不思議・面白さを体験してもらお
うと、クラレ西条㈱とサイクスの共催で「クラレ・サイ
クスわくわく化学教室」を開催します。

　不織布？　あまり聞いたことがないもの…。
　しかし、私たちの身のまわりでいろいろな形で使わ
れ、生活に無くてはならないものの一つです。わくわ
く化学教室で不織布について実験・勉強してみよう！

日時　11月５日㈯　10時～12時30分
場所　産業学習館（ＪＲ壬生川駅隣）
対象　東予・丹原・小松地区の小学５・６年生
定員　30人
講師　クラレ西条㈱社員
申込方法　各小学校を通じて申込用紙を配付します。

今回のテーマ
ふしょくふ

　女性起業家スクール開校を前に、オープニング
セミナーを開催します。セミナーでは、スクール
の目的や趣旨の説明、卒業生によるパネルディス
カッションを実施します。
日時　10月29日㈯　13時～15時
場所　産業情報支援センター
申込期限　10月14日㈮

女性起業家スクール
オープニングセミナーを開催

▲昨年に実施した女性起業家スクー
　ルの様子

桂
経
営
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

中
小
企
業
の
経
営
相
談
窓
口
を
開
設

中
小
企
業
の
経
営
相
談
窓
口
を
開
設

創
業
意
識
喚
起
事
業

女
性
起
業
家
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
ま
す

女
性
起
業
家
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
ま
す
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　８月26日から28日
の３日間、大阪長居
陸上競技場で開催さ
れた第26回全日本マ
スターズ陸上競技選
手権大会で、男子Ｍ
65（65歳～69歳）の
部に出場した佐伯勇
さん（69歳）が、60
ｍ走と４×100ｍリ
レーで優勝、100ｍ
走で２位、200ｍ走

で３位の好成績をおさめました。
　佐伯さんはこれまでも全日本マスターズ陸上
で優勝経験があり、今後も活躍が期待されます。
おめでとうございました。

　心身ともに健康な次世代を育てるために、元競歩日本代表の忠
政啓文氏がウォーキングの実技指導を実施します。
日時　10月９日㈰　９時～11時30分
場所　ひうち陸上競技場
　　　※雨天時は総合体育館
対象　小学生以上
定員　200人
講師　忠政啓文氏（岡山県倉敷市出身）
　元競歩日本代表として国際大会での入賞・全日本大会での優勝の経験

を持つ。松山大学では土佐礼子さんらと共に陸上部に所属。20歳から22

歳までの年齢別日本最高記録を更新。

　「第二の故郷」松山を拠点とし、フリーのスポーツインストラクター

として、ウォーキング・ランニングの指導、健康スポーツ教室の企画・

運営など全国各地で活躍。

申込締切　10月７日㈮
申込先　市庁舎別館　体育振興課　TEL0897－56－5151内線5255

佐伯　勇氏
（丹原町丹原）

全日本マスターズ陸上で
金・銀・銅メダルに輝く

西条市次世代育成支援スポーツ事業

 スキルウォーク教室

申込方法　市教育委員会体育振興課（市庁舎別館内）、市教育委員会各分室（各総合支所内）、各公民館にある申込
用紙に必要事項を記入の上、10月17日㈪までに体育振興課（市庁舎別館３階）、各分室へ提出してください。

問合せ　市庁舎別館　体育振興課　TEL0897－56－5151内線5255

10月23日㈰開催

　自然や歴史に親しみながら、市内を巡るウォーキングの祭典
「チャレンジ・ザ・スポーツ2005」を開催します。
　自分に合ったコースを選んで、自らの精神力や体力の限界に
挑戦してみませんか。
　競争ではありませんので、自分のペースで各チェックポイン
トの開設時間を守ってゴールしてください。
※小学３年生以下の方は保護者の同伴が必要です。

※小雨決行

丹原総合公園コース

ひうち陸上競技場
　　　　　　コース

主会場　ひうち陸上競技場・丹原総合公園入口広場（スタート・ゴール）
受付開始 スタート

■西条市を展望する 20kmコース ８時30分 ９時30分

■アクアトピア（水辺空間）を巡る 10kmコース ９時30分 10時30分

■ひうち工場見学 ５kmコース ９時30分 10時30分

■あたご柿畑散策 10kmコース ８時30分 ９時30分

■西山興隆寺往復 ６kmコース ８時30分 ９時30分

※５コースの内から１コースを選択してください。
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業

生
活
関
係
経
費
の
申
請
期
限
は

10
月
28
日
㈮
で
す

　

平
成
16
年
９
月
29
日
に
襲
来
し

た
台
風
21
号
災
害
に
係
る
被
災
者

生
活
再
建
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

申
請
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
台
風
21
号
災
害
当

時
、
災
害
救
助
法
な
ど
が
適
用

さ
れ
た
旧
西
条
市
・
旧
小
松
町

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
世
帯　
　
　
　

　

全
壊
、大
規
模
半
壊（
世
帯
の
収

入
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
対
象
と
な
る
経
費

〇
生
活
関
係
経
費

　

生
活
再
建
に
必
要
な
物
品
の
購

入
費
と
物
品
の
修
理
費
。
（
物
品

に
は
指
定
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
担
当
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
居
住
関
係
経
費

　

解
体
（
除
却
）
、
撤
去
、
整
地

費
、
家
賃
（
公
営
住
宅
を
除
く
）

な
ど

■
支
援
金
の
額

　

災
害
の
程
度
、
世
帯
の
収
入
な

ど
に
応
じ
て
37
万
５
０
０
０
円
か

ら
３
０
０
万
円
。

■
申
請
期
限

〇
生
活
関
係
経
費

　

平
成
17
年
10
月
28
日
㈮

〇
居
住
関
係
経
費

　

平
成
19
年
10
月
29
日
㈪

※
た
だ
し
、
家
賃
等
に
関
し
て
は

平
成
18
年
10
月
30
日
㈪
で
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

総
務
福
祉
係（
内
線
２
３
２
３
）

○
小
松
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

社
会
福
祉
・
援
護
係

（
内
線
１
２
５
）

10
月
の
市
税
ご
よ
み

20
日　

固
定
資
産
税
第
３
期
分
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

分
の
督
促
状
の
発
送

31
日　

市
県
民
税
第
３
期
分
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
税
第
４
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

の
督
促
料
と
延
滞
金
を
い
た
だ

き
ま
す
。

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
の
納
期
（
第
２
期
）

　

10
月
は
下
水
道
に
係
る
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
期
（
第
２

期
）
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限　

10
月
31
日
㈪

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
下
水
道
業
務
課

　

下
水
道
業
務
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
５
）

〇
東
予
総
合
支
所
下
水
道
課

　

業
務
係　
　
　
（
内
線
２
１
１
）

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

愛
媛
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年
９
月

１
日
現
在
の
申
請
な
ど
に
基
づ
い

て
作
成
し
、
12
月
５
日
に
名
簿
の

登
録
を
確
定
し
ま
す
。
今
回
こ
の

名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と
、
名
簿

の
有
効
期
間
で
あ
る
１
年
間
は
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
の
で
、
登
録
に
該
当
す
る
方
は

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　

10
月
20
日
㈭
～
11
月
３
日
㈭

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
６
２
２
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
の
役
目

　

年
金
の
大
き
な
役
目
は
、
老
後

の
経
済
的
な
支
え
と
、
万
が
一
の

と
き
の
保
障
で
す
。

　

年
金
に
は
、
現
役
世
代
が
高
齢

世
代
を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」

の
役
目
も
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
保
障

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
国
か
ら

の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
３
分
の
１
を
国
が
負
担
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
ま
で

に
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
け
が
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
の
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

国
民
年
金
は
生
涯
に
わ
た
っ
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経

済
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
年
金
額

も
改
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

■
国
民
年
金
の
給
付

〇
老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
を
25
年
以
上
（
免
除
期

間
を
含
む
）
納
め
た
方
が
65
歳
に

な
っ
た
と
き
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

40
年
間
納
付
し
た
場
合
の
年
金
額

は
、
年
額
79
万
４
５
０
０
円
で
す
。

〇
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
の
け
が
や
病

気
で
重
度
の
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
給
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、

１
級
で
年
額
99
万
３
１
０
０
円
、

２
級
で
年
額
79
万
４
５
０
０
円
で

す
。

〇
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
に
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
残
し
て
被
保
険
者

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
給
付
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
が
１
人
い
る
妻
が

受
け
取
る
年
金
額
は
、
年
額
１
０

２
万
３
１
０
０
円
で
す
。

※
各
年
金
額
は
、
平
成
17
年
度
現

在
の
額
で
す
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）
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愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
犬
を
飼

い
ま
し
ょ
う

　

10
月
は
、
犬
の
危
害
防
止
対
策

推
進
月
間
で
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
犬
を
正
し
く
飼
い
、
犬
に

よ
る
危
害
の
発
生
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

犬
に
か
み
つ
か
れ
た
事
故
の
主

な
原
因
は
、
飼
い
主
の
無
責
任
な

放
し
飼
い
で
す
。

　

散
歩
の
と
き
も
、
犬
を
放
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
犬
が
放
れ
て
人

や
他
の
犬
に
飛
び
か
か
ら
な
い
よ

う
、
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

首
輪
の
締
ま
り
具
合
を
確
認
し
て

リ
ー
ド
（
引
綱
）
を
し
っ
か
り
持

ち
ま
し
ょ
う
。

■
犬
を
捨
て
な
い

　

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
犬
を

増
や
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
飼
育
が
で
き
な
く

な
っ
た
犬
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

も
し
く
は
飯
岡
・
氷
見
公
民
館
で

引
き
取
っ
て
い
ま
す
。

■
繁
殖
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

不
幸
な
子
犬
を
産
ま
さ
な
い
よ

う
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
繁

殖
制
限
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
繁

殖
制
限
に
つ
い
て
は
、
次
の
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
池
内
動
物
病
院
（
神
拝
甲
）

TEL
０
８
９
７―

５
６―

９
４
９
９

〇
越
智
獣
医
科
（
氷
見
乙
）

TEL
０
８
９
７―

５
７―

８
２
７
１

〇
高
木
動
物
病
院
（
福
武
甲
）

TEL
０
８
９
７―

５
３―

３
０
２
０

〇
竹
内
動
物
病
院
（
三
津
屋
）

TEL
０
８
９
８―

６
５―

４
７
５
０

〇
さ
い
き
犬
猫
病
院（
三
津
屋
南
）

TEL
０
８
９
８―
７
６―

１
２
１
５

〇
永
井
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
壬
生
川
）

TEL
０
８
９
８―

６
４―
０
９
２
１

■
フ
ン
は
飼
い
主
の
責
任
で

　

犬
の
排
便
処
理
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
犬
の
散
歩
に
行
く
と
き

は
、
必
ず
フ
ン
を
処
理
す
る
道
具

を
持
ち
、
フ
ン
を
き
ち
ん
と
持
ち

帰
っ
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
排
便
は
散
歩
の
と
き
で
は

な
く
、
敷
地
内
に
排
便
場
所
を
決

め
て
排
便
す
る
よ
う
に
犬
を
し
つ

け
ま
し
ょ
う
。

■
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
90
日
を
超
え
た
犬
は
、
登

録
（
鑑
札
）
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
生
涯
１
度

限
り
で
、
２
年
目
以
降
の
登
録
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
犬
の
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

犬
が
死
亡
し
た
り
、
犬
の
所
在

地
や
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
担
当
課
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
別
館
衛
生
課

　

衛
生
係　
　
（
内
線
２
４
５
４
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
５
５
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
２
０
９
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

生
活
環
境
係　
（
内
線
１
３
２
）

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
必
ず

受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
適
正
に
維
持
管
理

さ
れ
て
い
な
い
と
、
放
流
水
質
が

悪
化
し
て
、
身
近
な
生
活
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
法
（
第
11  

条
）
に
よ
っ
て
、
浄
化
槽
の
管
理

者
は
、
毎
年
１
回
、
浄
化
槽
の
法

定
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
法
定
検
査
は
、
愛
媛
県
知

事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る  

愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
ま
す
。

　

検
査
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
検

査
訪
問
前
に
指
定
検
査
機
関
か
ら

案
内
（
は
が
き
）
が
届
き
ま
す
の

で
、
必
ず
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
法
定
検
査
の
手
数
料

　

浄
化
槽
１
基
当
た
り
の
手
数
料

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
５
～
10
人
槽　

５
０
０
０
円

〇
11
～
20
人
槽　

８
０
０
０
円

〇
21
～
50
人
槽　

９
５
０
０
円

■
問
合
せ

　

㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ

ー
検
査
課

TEL
０
８
９―

９
２
５―

８
１
６
８

ごみ収集の休み
　秋祭り期間中は、収集車の走行が困難となりますので、次の
日程・区域でごみ収集をお休みします。
〇10月15日㈯
　旧西条市区域
　（西条・禎瑞・氷見・神戸地区の一部、加茂地区）
■問合せ　市庁舎別館衛生課　廃棄物対策係（内線2452）
※ごみステーションを管理している方へ
　収集の休みをお知らせするステーション用のチラシを、衛生
課窓口、各公民館に用意していますので、ご利用ください。

■し尿くみ取り業者の休業予定期間

西条環境整備企業組合
㈲石鎚スカイクリーン
周桑衛生企業組合    　℡0898－65－5659
みつわ衛生社　　　　℡0898－64－4943
㈲三芳衛生社　　　　℡0898－66－4098
㈲丹原清掃社　　　　℡0898－68－5015
ヒカリ環境開発㈲　　℡0898－68－6533
周桑衛生企業組合　　℡0898－72－5226
㈲小松協同企業　　　℡0898－72－4498

10月15日・16日
10月14日～16日
10月16日・17日
10月15日・16日
10月14日～16日

10月16日

10月16日・17日
10月16日

旧西条市

旧東予市

旧丹原町

旧小松町

℡0897－55－3244
℡0897－57－7655

担当区域 業　　者　　名 休 業 期 間

秋祭り期間中の
ごみ収集とし尿くみ取りをお休みします

し尿くみ取りの休み
　秋祭り期間中は、下表の日程で各くみ取り業者が休業する予
定です。秋祭りの時期はくみ取りの依頼が集中するので、早め
に業者へお申し込みください。
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麦
・
大
豆
生
産
者
の
皆
さ
ん
へ

麦
と
大
豆
に
対
す
る
国
の
助
成

金
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
国
で
は
麦
や
大
豆
な
ど

品
目
別
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
経
営

安
定
対
策
を
見
直
し
て
、
対
象
を

「
担
い
手
」
に
限
定
し
た
「
新
た

な
経
営
安
定
対
策
」
が
平
成
19
年

産
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

担
い
手
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
現

在
、
麦
や
大
豆
の
生
産
者
手
取
り

額
の
６
～
７
割
を
占
め
る
助
成
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
担
い
手

　

新
た
な
経
営
安
定
対
策
で
は
、

一
定
面
積
以
上
の
経
営
規
模
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な

け
れ
ば
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

〇
認
定
農
業
者

〇
一
定
の
要
件
を
満
た
す
集
落
営

農
組
織

■
一
定
の
要
件
を
満
た
す
集
落
営

農
組
織
と
は
？

　

小
規
模
な
農
家
の
方
も
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
集
落
営
農
組
織

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
担
い
手
の

一
員
に
な
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
組
織
の
立
ち
上

げ
時
点
で
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

〇
組
織
の
規
約
を
作
成
す
る
こ
と

〇
集
落
営
農
の
口
座
を
設
け
集
落

の
経
理
を
一
括
し
て
行
う
こ
と

〇
一
定
面
積
以
上
の
経
営
規
模
を

有
す
る
こ
と

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
本
館
農
林
水
産
課

　

農
政
係　
　
（
内
線
２
６
２
２
）

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省

で
は
10
月
を
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
と
定
め
、
全
国
的
に
労
働
保

険
の
加
入
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
９
７―

３
７―

０
１
５
１

〇
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
条

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
０
１
５

　平成17年10月１日からの愛媛
県最低賃金は、１時間614円に
改定されました。
■問合せ
〇愛媛労働局賃金室
　℡089－935－5205
〇新居浜労働基準監督署
　℡0897－37－0151

最低賃金改正のお知らせ

　西条市土地開発公社では、三芳地区内において住宅地（ハーモニー
ハイツⅡ区）の分譲を行っています。現在、30区画のうち残り８区画
を分譲中です。住宅地をお探しの方、ぜひご検討ください。

　場　　所：三芳地区内（位置図のとおり）
　区 画 数：８区画
　面　　積：１区画当たり、187㎡～249㎡（約56坪～約75坪）
　価　　格：１㎡当たり、約 49,600円～ 52,700円
　　　　　　１坪当たり、約163,300円～174,200円
　用途地域：第一種低層住居専用地域
　建ぺい率：50％以下
　容 積 率：80％以下

分譲地の概要

　分譲地に本人が居住するための住宅を５年以内に建築する見込みが
あり、実際に同居、または同居しようとする親族がある方。

申 込 資 格

分譲の決定方法
　申し込み受付順に選考のうえ決定します。

申 込 方 法
　申込書と住民票謄本を各１通持って、西条市土地開発公社へお申し
込みください。申込書は西条市土地開発公社にあります。

申　込　先
　西条市土地開発公社（市庁舎別館２階　用地課内）　内線2762

分譲地平面図

分譲地位置図

至河北
中学校

ごみ置場

市道三芳
中線

至三芳
小学校
N

小向川

市
道
今
治
屋
敷
線

市
道
河
北
中
東
線

済

済

済 済
済 済

済
済

済

済 済

済

済 済 済

済済

済

済済

済 済

13

172124
25

28

29

7

住
宅

緑地

N

至今治

至壬生川大明神川

三
芳
小
学
校

伊
予
三
芳
駅JA 周桑

三芳支所

河北
中学校

分譲地

県道東予・玉川線
県
道
徳
能
・
伊
予
三
芳
停
車
場
線
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市
役
所
の

電
話
番
号

西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

お
知
ら
せ



調査対象の外来種

　詳しい資料を希望者にお渡ししています。環境課にご連絡い
ただくか、直接取りに来てください。
　市のホームページにも掲載しています。

ミシシッピーアカミミガメ
特　徴：通称「緑ガメ」。頭に赤い模
　様がある。
大きさ：甲長10～30cm
生息地：ため池、流れのゆるい川など

ウシガエル
特　徴：春から秋にかけて、雄が「モ
　ーモー」と牛に似た鳴き声を出す。
大きさ：体長10～20cm
生息地：用水路、ため池など

オオクチバス
特　徴：通称「ブラックバス」。口が
　大きく、体の横に黒い模様がある。
大きさ：体長20～80cm
生息地：ため池、流れのゆるい川など

アオマツムシ
特　徴：高い木の上で「リー・リー」
　と、かん高い音で連続して鳴く。
大きさ：体長２～３cm
生息地：街路樹、庭木など

スクミリンゴガイ
特　徴：通称「ジャンボタニシ」。ピ
　ンク色の目立つ卵塊を産みつける。
大きさ：殻高７cm程度
生息地：田んぼ、用水路など

ホテイアオイ
特　徴：葉の付け根が膨らんでいる。
　夏から秋にかけ淡紫色の花が咲く。
大きさ：20cm程度
生息地：用水路、ため池など

▲卵塊

西
条
生
き
物
調
査
隊

外
来
種
や
ロ
ー
ド
キ
ル
の
情
報

を
集
め
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
生
息
す
る
外

来
種
や
、
交
通
事
故
死
し
た
動
物

（
ロ
ー
ド
キ
ル
）
の
状
況
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
西
条
生
き
物
調
査
隊

と
な
っ
て
、
目
撃
情
報
を
ご
提
供

く
だ
さ
い
。
集
め
た
情
報
は
外
来

種
の
拡
大
防
止
や
、
動
物
の
交
通

事
故
死
減
少
に
役
立
て
ま
す
。

■
調
査
対
象
の
生
き
物

〇
６
種
類
の
外
来
種
（
左
写
真
参

照
）

〇
交
通
事
故
死
し
た
動
物
（
犬
・

猫
を
除
く
）

■
情
報
の
提
供
方
法

　

調
査
対
象
の
生
き
物
を
発
見
し

た
ら
、
次
の
方
法
で
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

①
写
真
を
撮
る
（
携
帯
電
話
な
ど

の
カ
メ
ラ
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

②
生
き
物
を
発
見
し
た
日
時
・
場

所
を
記
録
す
る
。

③
撮
影
し
た
写
真
、
記
録
し
た
情

報
、
発
見
者
の
住
所
・
氏
名
を

郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
、
環
境

課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
発
見
者
の
住
所
・
氏
名
な
ど
は

公
表
し
ま
せ
ん
。

■
撮
影
時
の
注
意
点

　

写
真
を
撮
影
す
る
と
き
は
、
走

行
す
る
車
や
周
り
の
状
況
に
十
分

注
意
し
て
、
決
し
て
無
理
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
提
供
先

〇
郵
送
の
場
合

　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋

敷
１
６
４　

西
条
市
役
所　

環
境

課
環
境
計
画
係　

宛　

〇
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　

kankyo@
saijo-city.jp

■
調
査
期
間

　

平
成
18
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
課

　

環
境
計
画
係

TEL
０
８
９
７―

５
２―

１
２
２
１

市道武丈丸野線（武丈～丸野）

市道川西線（東宮～荒川）

市道大保木２・７号線（浦山）

長谷川水系（山口～大浜）

大保木谷川　ほか（千野々）

妙の谷川（小松町湯浪）

国道194号（中野～藤之石）

西条久万線（中野～西之川）

落合久万線（丹原町鞍瀬～明河）

早川（西早川）

市之川（市之川、津越）

妙の谷川（小松町大郷・妙口）

鞍瀬川（丹原町明河・鞍瀬）

志河川（丹原町志川・楠窪）

市
工
事
関
係

道
　

路

件数 進捗率 着手年月

平成17年４月９件 30％

平成17年４月６件 40％

平成17年４月10件 30％

平成17年４月７件 45％

平成17年４月３件 30％

平成17年４月１件 100％

平成17年３月16件 45％

平成17年３月40件 45％

平成17年２月13件 60％

平成17年３月２件 60％

平成17年３月６件 70％

平成17年３月６件 95％

平成17年３月６件 90％

平成17年３月６件 60％

復旧個所（該当地区）

河
　

川

道
　

路

河
　

川

県
工
事
関
係

区分西条市の災害復旧状況をお知らせします

　平成17年９月１日現在における、災害復旧工事の進
捗状況をお知らせします。
■主な災害復旧工事　右表をご覧ください。
■完了工事件数
〇愛媛県　道路（23 件）、河川（66 件）　計 89 件
〇西条市　道路（88 件）、河川（28 件）、農林（541 件）
　　　　　公園（14 件）、その他（12 件）　計 683 件
■発注済（工事中）件数
〇愛媛県　道路（72 件）、河川（60 件）　計 132 件
〇西条市　道路（91 件）、河川（42 件）、農林（93 件）
　　　　　計 226 件
■平成17年度９月以降発注予定件数
〇愛媛県　道路（10 件）、河川（３件）　計 13 件
〇西条市　道路（22 件）、河川（１件）
　　　　　農林（18 件）　計 41 件
■災害復旧工事の総件数・進捗率（発注予定を含む）
〇愛媛県　234 件・70％　〇西条市　950 件・40％
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行
政
改
革
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
お
礼

　

市
で
は
、
６
月
に
無
作
為
抽
出

で
市
民
５
０
０
０
人
の
方
を
対
象

に
「
行
政
改
革
に
関
す
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、

今
後
の
行
政
改
革
の
推
進
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
は
、

市
庁
舎
本
館
総
務
課
（
情
報
公
開

総
合
窓
口
）
、
各
総
合
支
所
総
務

課
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

市
庁
舎
本
館
行
政
改
革
推
進
室

　

行
政
改
革
推
進
係

TEL
０
８
９
７―

５
２―

１
３
８
０

平
成
18
年
成
人
式
の
日
時
・
会

場
が
決
定
し
ま
し
た

　

新
成
人
が
自
分
た
ち
の
企
画
・

運
営
で
成
人
式
を
行
う
た
め
の

成
人
式
実
行
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
18
年
西
条
市
成
人
式
の

日
時
・
会
場
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

■
平
成
18
年
成
人
式
の
日
時

　

平
成
18
年
１
月
８
日
㈰

　

12
時
30
分
受
付
開
始

　

13
時
式
典
開
始

■
平
成
18
年
成
人
式
の
会
場

　

総
合
体
育
館（
ひ
う
ち
１―

２
）

※
市
内
全
域
を
対
象
に
、
一
会
場

で
開
催
し
ま
す
。

■
対
象

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
生
涯
学
習
課

　

社
会
教
育
係（
内
線
５
２
３
３
）

体
育
の
日
に
体
育
施
設
を
無
料

開
放
し
ま
す

　

10
月
10
日
㈪
の
「
体
育
の
日
」

に
、
次
の
体
育
施
設
を
無
料
開
放

し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
家
族
や

友
達
を
誘
っ
て
、
気
持
ち
の
い
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

■
無
料
開
放
の
対
象
施
設

〇
総
合
体
育
館

〇
ひ
う
ち
体
育
館

〇
西
条
西
部
体
育
館

〇
丹
原
体
育
館

〇
小
松
体
育
館

〇
ひ
う
ち
陸
上
競
技
場

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
施
設
係（
内
線
５
２
５
３
）

体
育
施
設

休
館
・
休
場
の
お
知
ら
せ

　

秋
祭
り
期
間
中
は
、
次
の
日
程

で
体
育
施
設
が
お
休
み
し
ま
す
。

■
休
み
の
日
程
と
対
象
施
設
名

〇
10
月
15
日
㈯

　

西
条
西
部
体
育
館

〇
10
月
16
日
㈰

　

総
合
体
育
館
、
ひ
う
ち
体
育
館
、

ひ
う
ち
球
場
、
ひ
う
ち
陸
上
競
技

場■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
体
育
振
興
課

　

体
育
施
設
係（
内
線
５
２
５
３
）

社
会
福
祉
施
設

休
館
の
お
知
ら
せ

　

秋
祭
り
期
間
中
は
、
次
の
日
程

で
社
会
福
祉
施
設
が
お
休
み
し
ま

す
。

■
休
み
の
日
程
と
対
象
施
設
名

〇
10
月
15
日
㈯

　

西
条
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

〇
10
月
16
日
㈰

　

創
作
の
家
、
老
人
憩
の
家

〇
10
月
17
日
㈪

　

西
条
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
４
２
）

10
月
１
日
～
７
日
は
公
証
週
間

　

公
証
役
場
で
は
金
銭
の
貸
借
、

不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
、
損
害
賠

償
や
慰
謝
料
の
支
払
い
な
ど
当
事

者
の
依
頼
で
各
種
の
契
約
書
（
公

正
証
書
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
は
、
判
決
書
と
同

様
に
差
し
押
さ
え
や
取
り
立
て
の

効
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
遺
言

書
を
公
正
証
書
に
し
て
お
く
と
、

家
庭
裁
判
所
の
手
続
き
（
検
認
）

を
受
け
る
こ
と
な
く
効
力
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
書
に

つ
い
て
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
公
証
役
場

TEL
０
８
９
７―

３
５―

３
１
１
０

〇
今
治
公
証
役
場

TEL
０
８
９
８―

２
３―

２
７
７
８

日　　　時 場　　　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

10月のスポーツカレンダー

秋季四国高校野球
愛媛県大会

西条市長杯ソフトボール大会
※２日は一般男子の部、30日は壮年の部。

全日本中学卓球大会
愛媛県予選

第15回石井杯テニス大会

第35回東予武道練成大会

秋季四国地区
高等学校野球大会
西条市体育協会旗
軟式野球大会

１日㈯･２日㈰
８日㈯･９日㈰
　　　　各 10：00

ひうち球場

総合体育館・ひうち体育館

西条西部公園テニスコート

東予体育館

ひうち球場

２日㈰ 　８：00

２日㈰　９：00
30日㈰　９：00

22日㈯　11：00
23日㈰　10：00

９日㈰ 　９：00

10日㈪　８：30

西条市長杯
ソフトテニス大会 東予運動公園テニスコート10日㈪　９：00

四国小学生
バドミントン選手権大会 総合体育館30日㈰　９：00

第26回東予地区
テニストーナメント大会 東予運動公園テニスコート30日㈰　９：00

23日㈰　８：00
30日㈰　９：00

西条市民公園・西条西部公園の各
運動広場　※30日は西条市民公園のみ。

西条市民公園・西条西部公園の各運動広場
ひうち球場、西条西部公園運動広場
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市
役
所
の

電
話
番
号
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お
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料
で
す
。
常
用
就
職
希
望
者
は
、

履
歴
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

参
加
企
業
ご
と
に
設
け
た
ブ
ー

ス
で
の
個
別
面
接
や
企
業
説
明
、

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
に
よ
る
適

職
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
８
日
㈫

〇
常
用
就
職
面
接
会

　

13
時
～
15
時
45
分

〇
新
規
高
卒
予
定
者
就
職
フ
ェ
ア

　

16
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル
・
展
示
室

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
振
興
課

　

労
政
雇
用
係（
内
線
２
５
４
７
）

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
・
合
同
就
職

面
接
会

　

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
・
合
同
就
職

面
接
会
は
、
元
気
な
企
業
と
仕
事

を
求
め
て
い
る
人
と
の
出
会
い
の

場
で
す
。

　

常
用
就
職
希
望
者
を
対
象
と
す

る
常
用
就
職
面
接
会
、
平
成
18
年

３
月
の
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象

と
す
る
新
規
高
卒
予
定
者
就
職
フ

ェ
ア
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
は
無

第
９
回
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
と
、
ゲ
ー
ム

や
ダ
ン
ス
を
し
て
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
仮
装
大
賞
も
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
仮
装
し
て
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ポ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
（
料

理
持
ち
寄
り
）
で
す
の
で
、
料
理

を
一
品
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
29
日
㈯

　
　
　
　

17
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　

西
条
小
学
校
体
育
館

■
チ
ケ
ッ
ト

　

３
０
０
円（
３
歳
未
満
は
無
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

10
月
７
日
㈮
・
８
日
㈯
の
16
時

か
ら
20
時
ま
で
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
も
て
こ
い
元
気
館
）
ア
ク

ア
ホ
ー
ル
で
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し

ま
す
。
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
い
た
だ

け
る
方
は
、
10
月
７
日
㈮
ま
で
に

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

国
際
交
流
係（
内
線
２
５
２
６
）

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
通

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

こまつふるさと交流合併記念イベント

10月30日㈰
昼：14時開演
夜：18時開演

小松小学校体育館

日 時

場 所

入場料：前売券 3,000円
　　　　当日券 3,500円
※小学生以下は、当日券500円です。

　「発信は小松から。参加は全市から」をキャッチフレーズに
市民の融和と一体感の醸成をめざした手作りのイベントです。
　皆さまのご来場を心よりお待ちしています。

主催：こまつふるさと交流合併記念イベント実行委員会

入場券の販売場所、お問い合わせ先
〇小松総合支所総務課　℡0898－72－2111
〇こまつふるさと交流合併記念イベント実行委員会
　℡0898－72－3223（代表者・高井）

会場・時間　〇総合文化会館　小ホール・展示室
　　　　　　　５日：10時～17時　６日：10時～16時
　　　　　　〇こどもの国　３階展示室　９時～17時
展示内容
〇総合文化会館：生け花、押し花、書道、写真、工芸、木
　　　　　　　彫り、俳画、洋画、日本画、盆景、水引
〇こどもの国：小・中学生児童生徒作品展

会場・時間　総合文化会館　大ホール
　　　　　　５日：10時～20時　６日：10時～15時
出演内容　詩吟、日舞、三曲、大正琴、モダンダンス、カ
　　　　ラオケ

会場・時間　総合文化会館　２階和室
　　　　　　５日：10時～16時　６日：10時～15時
内容　裏千家淡交会西条支部によるお茶席を設けます。
　　　５日：学校茶道小学校の部
　　　６日：池本宗風、渡辺宗鶴、小田宗克

会場・時間　総合文化会館　小ホール　10時～16時
内容　玉井清弘氏を講師に迎え、「現代短歌の表現」と題
　　した講演を開催（11時～12時）します。12時40分から
　　出詠作品の歌評を行います。

会場・時間　西条囲碁クラブ（栄町上組商店街内）
　　　　　　10時（受付は９時30分から）
内容　段・級位クラス別で対局を行います。表彰は、市長
　　杯、議長杯、教育長杯などがあります。
申込先　10月22日㈯までに、西条囲碁クラブ（℡0897－55
　　　－3874）へ。参加費1000円が必要です。

会場・時間　総合福祉センター　集会室　９時～16時
出演内容　素謡・仕舞

会場・時間　神拝公民館　２階大ホール　13時開始
参加対象　市民の方（児童・生徒を除く）

お問い合わせ先：市庁舎別館　生涯学習課内　西条文化協会事務局（内線5237）
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い
き
い
き
介
護
講
演
会

　

生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究
所
代
表

の
三
好
春
樹
氏
を
講
師
に
招
き
、

い
き
い
き
介
護
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
介
護
を
自
分
の
こ
と
と
し

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　

11
月
10
日
㈭

〇
１
部　

14
時
～
16
時

〇
２
部　

19
時
～
21
時

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
演
の
主
題

〇
１
部　

新
し
い
介
護
を
始
め
よ

う　

―

老
い
を
み
ん
な
で
支
え

る
た
め
に―

〇
２
部　

介
護
の
専
門
性
と
は
何

か　

―

介
護
の
時
代
の
看
護
・

医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
の
役
割
と
は

何
か―

※
２
部
は
、
介
護
職
員
、
保
健
福

祉
関
係
職
員
を
対
象
と
し
た
内

容
で
す
。

■
定
員

　

各
部
８
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
方
法

　

聴
講
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、
市
役

所
の
福
祉
担
当
課
、
西
条
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
市
内
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
条
市
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー　

TEL
０
８
９
７―

５

６―

７
８
３
６

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

　

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会
は
、
障
害

者
や
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
の
「
ふ

れ
あ
い
」
を
通
じ
て
、
障
害
者
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
で
も
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
で
参
加
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
９
日
㈰　

10
時

■
場
所　

　

西
条
市
民
公
園
運
動
広
場

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
２
６
）

さ
い
じ
ょ
う

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

　

集
合
場
所
を
９
時
に
出
発
し
て

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
西
条
市
民

公
園
を
め
ざ
し
て
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

10
月
23
日
㈰

　

９
時
～
10
時
30
分（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所

〇
西
条
郵
便
局
前
（
大
町
）

〇
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
西
条
事

業
所
前
（
ひ
う
ち
）

〇
フ
ジ
西
条
玉
津
店
前
（
玉
津
）

〇
ク
ラ
レ
西
条
前
（
朔
日
市
）

〇
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
四
国
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
前
（
福
武
甲
）

■
問
合
せ　

連
合
愛
媛
西
条
地
域

協
議
会
（
松
下
電
器
産
業
労
働
組

合
西
条
支
部
内
）

TEL
０
８
９
７―

５
６―

１
１
２
７

南
水
ひ
と
り
語
り

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
と
し
て
、
舞

台
朗
読
家
の
熊
澤
南
水
氏
を
お
招

き
し
、
「
南
水
ひ
と
り
語
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
25
日
㈫

　

18
時
開
場　

18
時
30
分
開
演

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
演
目

〇
樋
口
一
葉
作
「
十
三
夜
」

〇
平
岩
弓
枝
作
「
ち
っ
ち
ゃ
な
か

み
さ
ん
」

■
入
場
料　

１
５
０
０
円

■
問
合
せ

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
西
条

TEL
０
８
９
７―
５
５―
６
７
６
７

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ

ナ
ー

　

「
心
が
つ
く
る
人
生
」
を
統
一

テ
ー
マ
に
、
道
徳
の
大
切
さ
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
「
家
族
の

絆
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、
２

日
間
の
講
義
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

11
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

　
　
　
　

19
時
～
21
時
45
分

■
場
所　

ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス

　
　
　
　
　
（
三
津
屋
南
６―

15
）

■
受
講
料　

　

１
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
は
別

途
３
１
５
円
が
必
要
で
す
）

■
申
込
先

　

愛
媛
東
予
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

〇
砂
田
義
雄
（
小
松
町
新
屋
敷
）

TEL
０
８
９
８―

７
２―

２
７
８
８

〇
加
藤
武
司
（
朔
日
市
）

TEL
０
８
９
７―

５
５―

３
６
１
３

■
主
催　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

小
松
町
商
工
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

新
市
の
合
併
記
念
と
し
て
開
催

す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で

す
。
３
コ
ー
ス
24
ホ
ー
ル
競
技
の

合
計
打
数
に
よ
る
個
人
戦
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
65
歳
未

満
の
方
は
施
設
使
用
料
の
１
５
０

円
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

11
月
21
日
㈪　

９
時

■
場
所　

小
松
中
央
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場

■
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈪

■
申
込
先　

小
松
町
商
工
会

TEL
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
９

▲小松中央公園
　グラウンドゴルフ場

第 15 回今治タオルフェア（今治市）
　産地メーカー40社が、各種タオル製
品を奉仕価格で販売します。
　このほか、産地メーカーによる新作
展示発表会、今治オリジナルブランド
「ふわり」新作候補展、小中学生タオ
ルデザイン展なども開催されます。
■日時　10月22日㈯・23日㈰
　　　　10時～17時
■場所　テクスポート今治
■問合せ　四国タオル工業組合
　　　　　TEL0898－32－7000
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高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
日
時

　

10
月
12
日
～
31
日
の
月
・
水
・

金
曜
日
（
計
７
回　

※
14
日
・
17

日
を
除
く
）　

13
時
～
15
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
受
講
内
容
（
初
級
）

　

キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
、
電
子
メ
ー

ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

■
定
員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
込
期
限　

10
月
５
日
㈬

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

（
内
線
２
３
４
３
）

市
民
語
学
講
座

■
期
間　

11
月
～
平
成
18
年
３
月

（
月
２
回
）

■
場
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
も
て
こ

い
元
気
館
）
研
修
室
な
ど

■
受
講
内
容

〇
韓
国
語
講
座
（
入
門
・
初
級
）

〇
中
国
語
講
座
（
入
門
・
初
級
）

■
定
員　

各
講
座
25
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
20
日
㈭

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
企
画
課

　

国
際
交
流
係（
内
線
２
５
２
６
）

市
民
救
命
士
養
成
講
座

■
日
時

　

10
月
23
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

東
消
防
署
３
階
会
議
室

　
　
　
　
　
（
新
田
１
８
３―

１
）

■
申
込
先

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―
５
５―

０
１
１
９

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―
０
１
１
９

体
験
し
て
み
よ
う

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い

　

消
防
署
で
は
、
自
治
会
や
事
業

所
な
ど
の
各
種
団
体
を
対
象
に
、

消
火
器
な
ど
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
た
め
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
と
初
期
消
火
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先

〇
東
消
防
署

TEL
０
８
９
７―

５
５―

０
１
１
９

〇
西
消
防
署

TEL
０
８
９
８―

６
８―

０
１
１
９

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
で
は

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
後
期
）
の

受
験
者
を
対
象
と
し
た
、
準
備
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭

　
　
　
　

９
時
～
16
時

■
場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）　

■
受
講
料　

８
４
０
０
円

　
　
　
　
（
会
員
は
６
０
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代

　

３
冊　

３
９
０
０
円

■
申
込
期
間

　

10
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

TEL
０
８
９
７―

５
６―

０
２
５
１

10
月
の
人
材
育
成
研
修
講
座

■
パ
ソ
コ
ン
研
修
講
座

〇
業
務
用
高
度
エ
ク
セ
ル・Ｖ
Ｂ
Ａ

　

15
日
㈯
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・

23
日
㈰　

９
時
～
16
時

■
経
営
・
管
理
研
修
講
座

○
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
②

　

７
日
㈮　

９
時
～
16
時

■
問
合
せ　

各
講
座
で
受
講
料
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業

創
造
セ
ン
タ
ー
（
TEL
０
８
９
７―

６
６―

１
１
１
１
）
へ
。

西
条
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
西
条
ま
つ
り
」
の
魅
力
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
、
来
年
の
西
条
ま

つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
題
材　

平
成
17
年
に
催
さ
れ
る

嘉
母
神
社
、
石
岡
神
社
、
伊
曽
乃

神
社
、
飯
積
神
社
の
各
祭
礼
で
の

「
だ
ん
じ
り
」
「
み
こ
し
」
「
太

鼓
台
」
を
中
心
と
し
た
西
条
ま
つ

り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
。

■
サ
イ
ズ　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四

ツ
切
（
サ
ー
ビ
ス
四
ツ
切
、
ダ
イ

レ
ク
ト
プ
リ
ン
ト
も
可
）

※
作
品
の
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
組
写
真
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
は
不
可
。

■
賞　

推
薦
１
点
、
特
選
３
点
、

準
特
選
５
点
、
入
選
20
点
（
賞

金
・
副
賞
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

■
応
募
期
限　

11
月
11
日
㈮

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法

　

応
募
票
（
自
作
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
品
の
裏
面
に
張

り
付
け
て
提
出
（
郵
送
可
）
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
票
は
、
応
募
先

に
あ
り
ま
す
。

■
応
募
先

〇
市
庁
舎
別
館
観
光
振
興
課
（
郵

送
の
場
合
は
、
〒
７
９
３―

８

　

６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４　

西

条
市
役
所
観
光
振
興
課　

宛
）

〇
愛
媛
県
カ
メ
ラ
商
組
合
加
盟
店

■
応
募
上
の
注
意

〇
作
品
の
返
却
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
返
信
用
切
手
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
受
賞
作

品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

〇
必
ず
本
人
名
義
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
準
特
選
以
上
は
、
１
人
１
賞
と

し
ま
す
。

〇
受
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側

に
帰
属
し
ま
す
。

〇
受
賞
作
品
の
原
版
（
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
ど
）
は
、
賞
品
と
引
き

換
え
に
市
へ
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
観
光
振
興
課

　

観
光
振
興
係（
内
線
２
５
５
２
）

▲昨年のコンテストで、推薦「西条市長
　賞」を受賞した作品。
　平成17年の「西条まつりポスター」に
　使用しています。
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自
衛
官
募
集

■
募
集
職
種

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

TEL
０
８
９
７―

３
２―

５
３
９
６

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
で

は
自
動
車
整
備
科
（
定
員
15
人
）、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科（
定
員
10
人
）

の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

高
校
卒
業
者
以
上

■
募
集
期
限　

10
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　
　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

TEL
０
８
９
７―

４
３―

４
１
２
３詳しくは、行政改革推進室地域調整係（内線2532）へ。

　学校や地域・職場・イベントなどで上映会をし
ませんか？　市では合併記念映画「恋まち物語」
を一人でも多くの方にご覧いただくため、市内で
上映会をしていただける団体やグループを募集し
ています。（営利目的を除く）
　上映を希望される場合は、上映日の約２週間前
までに行政改革推進室へお気軽にご相談ください。
■上映時間（ご希望に応じて、選択できます）
　映画本編63分・応援メッセージ14分・制作ドキュメンタリー45分
※上映会の開催予定などは、市のホームページに掲載します。

上映会支援スタッフを募集します
　ボランティアとして、映画「恋まち物語」の上映や応援活動に参加
していただけるスタッフを募集します。
■主な活動　映画「恋まち物語」の上映においての支援、応援サイト
　　の管理運営、広報ＰＲなど。
■応募資格　自主的・自己責任で活動していただける方（20歳未満の
　　方は保護者の承諾が必要です）

こども防災キャンプ　わくわく！キャンプ　ドキドキ！サバイバル

　８月20日・21日、玉津小学校を会場に「こども
防災キャンプ」が行われました。参加した玉津小
学校と飯岡小学校の子どもたちは、災害の怖さと
防災の大切さを学びました。
　防災キャンプに参加して「考えたこと」「感じ
たこと」など、子どもたちの感想をいただきまし
たので、その一部をご紹介します。

わが家の防災まめ知識　募集中！
皆さんが取り組まれている防災対策を募集しています。詳しくは、市庁舎別館災害復旧対策室（内線5843）へ。

●土石流体験について
・土石流にならないような安全なまちを作って欲しいです。（かがり）
・川がにごり、木や石が転がってくるのは、
　避難の合図だと分かった。（ふじた）
●スモーク（煙）体験について
・煙で前が見えないので、手探りで行くこ
　とが分かった。煙を吸ったらむせるので
　ハンカチなどで押さえたらいいことが分
　かった。（あすか）
●非常食を食べてみて
・おかゆのようで、まずかった。でも災害の後なら生ででも食べなきゃ
　ならないので、食べ物を大切にしたい。（りょう）
●救急法・消火法を体験して
・救急法や消火法を教えてもらったので、いざと
　いうときは、やってみようと思った。（りか）
・私たち子どもでもできる、手当てを教えてもら
　ったのでよかった。（まこと）
●避難場所へ行くまでの危険を学習して
・家にも外にもたくさんの危ないところがあるん
　だなと実感しました。（なえか）
・物が倒れてきたりしたら怖いので、ちょっとでも危ないところから離
　れて歩くようにしたい。（なるみ）
●防災キャンプに参加して
・いつ何が起きても大丈夫なように非常用の袋を作っておいて、すぐ持
　ち出せるように、分かりやすいところに置いておく。できそうででき
　ない…。反省です。（みゆき）
・土石流のときは川の様子を見て行動する。①川の水の色。（茶色に注
　意）②川の水の量。（少ないときに要注意）　逃げるときは早めに！
　（あゆみ）

　防災キャンプに参加した子どもたちから、日ごろ
取り組んでいる防災対策をお寄せいただきました。
▼東條進平さん（飯岡小６年）
　ハンカチを持ち歩く。地震やそのほかで起きる火
事のとき役立ちます。
▼太田嘉紀さん（玉津小５年）
　いざというときのために、ぜいたく言わず、好き
嫌いなく食べられるようにする。
▼越智南月さん（飯岡小５年）
　自転車やバイクのヘルメットを、家の中で場所を
決めておくようにしています。
▼伊東歩雪さん（飯岡小５年）
　いらなくなったナップサックに自分の着替え、小
さいクッション、タオル、懐中電灯を入れています。
▼小野成実さん（飯岡小５年）
　充電式ライトを寝るところのコンセントにさして
います。停電のときすぐ使えます。
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役
所
の

電
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番
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西条市庁舎　℡0897－56－5151　　東予総合支所　℡0898－64－2700
丹原総合支所　℡0898－68－7300　　小松総合支所　℡0898－72－2111

引
き
続
き　

募
集



和田貴子油彩展　10月１日㈯～10日㈪
和田絵画教室生徒作品展
　大人の部　：10月11日㈫～20日㈭
　子どもの部：10月21日㈮～30日㈰　椿交流館
　小松町出身の和田貴子さん（今治
市在住）は洋画家として、東京やパ
リで活躍されています。油彩展では、
和田さんが近年訪れた国々を赤と黄
色で表現した抽象画や、和紙と融合
した立体的で色の変化に富んだ作品
などを展示します。
　生徒作品展では、東京美術館展に
入選した作品など、和田さんの絵画教室に通う生徒の皆さん
の作品を展示します。
なつかしのおもちゃ展　オアシスギャラリー（有料）
　昭和の少年たちに贈る、なつかしのプラモ屋展。子ども
から大人まで楽しめるプラモデルなど、100点以上の「おも
ちゃ」を展示する予定です。
コリーとシェットランドシープドッグの
チャンピオンシップ展
　10月10日㈪　９時～15時30分　イベント広場
　コリー犬とシェルティー犬が50～60頭集合して品評会をし
ます。

10月の休館日
○石鎚山ハイウェイオアシス館は休まず開館します。
○椿交流館（椿温泉こまつ）は毎週水曜日。
開館時間
○石鎚山ハイウェイオアシス館
　９時30分～18時（入館受付は17時30分で終了）
○椿交流館（椿温泉こまつ）
　10時～22時（札止めは21時30分）

石鎚山ハイウェイオアシス館・椿交流館
小松町新屋敷乙22－29
TEL0898－76－3111（オアシス）　TEL0898－76－3511（椿交流館）

生涯学習の館教室作品展　10月１日㈯～30日㈰
　当館の水彩画・油絵教室を受講されている皆さんの成果を
発表する作品展です。今回は水彩画を展示します。
木工創作教室
　毎月第２・４土曜日　13時～17時
　材料費は個人負担。初めての方でも簡単に作れます。
水彩画・油絵教室
　10月８日㈯・22日㈯　19時～22時
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
※水彩画・油絵教室は、毎月第１・３土曜日に開催していま
すが、10月は第２・４土曜日の開催となります。

生涯学習の館
天神1－205　TEL0897－53－8686

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
開館時間：９時～22時

海苔養殖の写真展　10月４日㈫～30日㈰
　玉津漁業協同組合で保管している「思い出アルバム」の中
から、天然採苗による海苔養殖の作業工程を写真パネルで紹
介します。
北海道の石展　10月４日㈫～30日㈰
　故黒田武恒氏から寄贈された、北海道の鑑賞石を展示。

考古歴史館
福武乙27－6　TEL0897－55－0419

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　16日㈰
開館時間：９時～17時

祭り絵巻展　10月２日㈰～30日㈰
　伊曽乃神社で所蔵されている
「伊曽乃大社祭禮絵巻」の写真
などを展示します。
西条藩ゆかりの収蔵展　10月２日㈰～30日㈰
日本史講座　10月27日㈭　13時30分～15時
　テーマ：日本女性史（２）　講師：塩見淳氏

西条郷土博物館
明屋敷237－1　TEL0897－56－3199

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　16日㈰
開館時間：９時～17時

現代くらしの工芸展　10月30日㈰まで
　先月に引き続き展示期間を延期して、浜田庄司や、その他
作家の陶器、のれん、ガラスなどの作品を展示します。

愛媛民芸館
明屋敷238－8　TEL0897－56－2110

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、2日㈰、11日㈫
　　　　　　　12日㈬、15日㈯、16日㈰
開館時間：９時～17時

クラシックＣ
カ ー

ａｒニバル ｉｎ 小松２００５
　10月30日㈰　10時～15時　イベント広場
　1980年以前の旧車・約
140台が石鎚山ハイウェ
イオアシスに集結。県内
外から集まった自慢の愛
車が展示されます。
　豪華景品が当たるビン
ゴ大会、じゃんけん大会
のほか、バザーなども催されます。（雨天決行）
主催・問合せ　小松町商工会青年部　TEL0898－72－2119
※小松町商工会のホームページに、クラシックＣａｒニバル
の詳しい内容を掲載しています。
　ＵＲＬ　http://www.ehime-iinet.or.jp/komatu/
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10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　30日㈰
開館時間：９時30分～17時30分

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

小松ゆかりの絵画と肖像画
－特別公開　小松藩主・直卿公肖像画を展示－
　10月23日㈰～12月25日㈰
　当館で所蔵する江戸時代から現代にかけての狩野派・文人
画・俳画・油絵などの優品を展示します。
　特別公開として、小松藩三代藩主・一柳直卿公の「寿画（肖
像画）」が100年以上の時を超えて里帰り展示されます。なお、
資料保存のため、直卿公寿画の 11 月・12 月の展示は期間限
定で行います。

こどもの国　明屋敷131－2　TEL0897－56－8115

みて、みて、展　10月25日㈫～30日㈰
　６歳未満の幼児から募集した絵を、
３階展示室で展示します。
　10月23日㈰まで作品の応募を受け付
けています。たくさんのご応募お待ち
しています。
のみの市出品物募集中
　11月22日㈫～27日㈰に「のみの市」を開催します。贈答品
や日用品、タオルなど、ご家庭に不用品がありましたら、ご
提供ください。

プラネタリウム情報
「マンボウ君～ふんわり宇宙へ～」「くいしんぼうの月」投影中
投影開始時間（10分前にはお越しください）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・４土曜日は10時から無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

こどもの国　10月の行事予定

旺玄会洋画展　10月19日㈬～11月10日㈭
　旺玄会中央展、関西展に出展した大作など、旺玄会会員の
皆さんの近作を展示します。ぜひ、ご鑑賞ください。
七夕フォトコンテスト入選作品展
　10月13日㈭まで
　先月に引き続き、「丹原七夕夏まつり」をテーマにした写
真コンテストの作品を展示します。

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－１　TEL0898－68－4610

10月の休館日：毎週月曜日
開館時間：８時30分～17時

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　16日㈰
開館時間：８時30分～17時

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬
　　　　　　　30日㈰
開館時間：９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）

東予郷土館
周布427　TEL0898－65－4797

市民愛蔵品展　10月23日㈰～11月６日㈰
　市民の皆さんが大切に所有されている、絵画や掛け軸など
の美術品を展示します。
郷土の年中行事展　10月21日㈮まで
　先月に引き続き、旧東予市・周桑地方の昔からある年中行
事を、写真と資料で紹介します。

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　TEL0898－75－3933

小・中学生無料開放日
　10月１日㈯　８日㈯　10時～12時
クロール教室　10月22日㈯　10時30分～11時
　対象：小･中学生　参加費：無料

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫
開館時間：10時～21時

木彫教室 小・中学生　定員：20人
費用：30～400円

10日
13：30～15：00囲碁教室 小・中学生　定員：10人

10日・23日
13：30～15：30

毎週土・日曜日
14：00～14：30
（15日を除く）

染め物教室
小・中学生、幼児は保護者同伴
定員：16人　費用：250円
必要な物：エプロン

９日
13：30～16：30おもしろ工作教室 小学生

１日・30日
10：00～12：00絵画教室 小学２～６年生

定員：10人
22日
13：30～16：30親子木工教室 小学生以上（保護者同伴）

定員：10人

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30
（15日を除く）

ストーリーテリング
（英語絵本の読み聞かせ）

30日
13：30～15：30

２日
13：30～16：30

イラスト教室 小学３～中学生
定員：10人

楽しい英語による大型絵本
の読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなど

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

　定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こども
の国へ予約してください。

毎週土曜日
11：00～12：00
（29日を除く）

子ども放送局 子ども向け番組の放送

楽しい電池工作
ボタンライトを作ろう！

29日
13：30～15：30 小学生　定員：15人

22日
13：30～15：00将棋教室 小学４～６年生

定員：10人

楽しい電子工作
光センサーライトを作ろう！

22日
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
※小学１～３年生は保護者同伴
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児 童 館 の お 知 ら せ

　各児童館で開催する催しや教室を紹介します。
詳しい内容や申込方法などは、各児童館へお問い
合わせください。

西条児童館　大町456－1　TEL0897－56－2511
■ゲーム遊び
　10月8日㈯　14時～15時30分
　対象：５歳以上小学生以下
※小学生以外は保護者が同伴してください。
■太極拳（申込必要　定員15人）
　10月22日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生から大人まで参加できます。
■親子体操（申込必要　定員15組）
　10月25日㈫　10時30分～11時15分
　対象：２歳以上の幼児と保護者
■大道芸（ピエロ）がやってくる！
　10月30日㈰　11時～12時
　対象：幼児・小学生と保護者
■初心者集まれ！　卓球大会（申込必要）
　11月３日㈭　10時～12時
　卓球協会の方に、基本を教えてもらいます。
　対象：小学生以上　定員：20人
西条西部児童館　氷見西新開59　TEL0897－57－6061
■こども映画会「クレヨンしんちゃん」
　10月１日㈯　13時30分～15時
■アイロンビーズ遊び
　10月８日㈯　10時30分～11時30分
東予西児童館　広岡甲92－2　TEL0898－66－5342
■かんたん工作「円筒ヒコーキ」
　10月12日㈬　15時
■プレイネットワーク（申込必要）
　10月23日㈰　10時
　丹原児童館へ出かけて、みんなと一緒に、カレ
ー作りやゲームなどをして、お友達になろう。
丹原児童館　丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960
■つくって遊ぼうデー
　10月２日㈰　10時～11時30分
　かまぼこ板のカスタネット、空きビンの鈴、三
角マラカスなどの楽器を作ります。
■プレイネットワーク（申込必要）
　10月23日㈰　10時
　東予西児童館のみんなと一緒に、カレー作りや
ゲームなどをして、お友達になろう。
■電車でゴー（申込必要）
　10月30日㈰　９時30分～15時35分
　電車で西条西部児童館へ遠足に行きます。

▼10月のカワセミ号巡回コース▼　※（　）は停留時間
　カワセミ号は市内を巡回する移動図書館車です。カワセミ号を
ご利用いただくには、西条図書館の利用カードが必要です。
　詳しくは、西条図書館へお問い合わせください。
※10月15日㈯・16日㈰は運休します。
■10月４日・18日（火曜日）
　加茂公民館（10：00 ～ 10：30）→伊曽乃神社鳥居前（10：50 ～ 11：30）→中
川公民館（14：00 ～ 14：50）→氷見公民館（15：30 ～ 16：20）
■10月11日・25日（火曜日）
　玉津団地集会所（10：00 ～ 10：30）→大谷西（10：40 ～ 11：20）→港新地集
会所（13：30 ～ 14：00）→生涯学習の館北側（14：30 ～ 15：10）→玉津小学校（15：
20 ～ 16：20）
■10月５日・19日（水曜日）
　千野々バス停前（10：00 ～ 10：30）→舟形バス停横（11：00 ～ 11：30）→新
御堂児童公園（13：30 ～ 14：00）→野々市集会所（14：10 ～ 14：40）→橘公民
館（14：50 ～ 15：20）→神戸公民館（15：40 ～ 16：30）
■10月12日・26日（水曜日）
　船屋集会所（10：00 ～ 10：40）→飯岡戻川集会所（11：00 ～ 11：30）→飯岡
公民館（13：30 ～ 14：30）→西福寺入口（14：50 ～ 15：20）→ＪＡ西条玉津支
所（15：40 ～ 16：10）
■10月１日・29日（土曜日）
　飯岡西原集会所（10：00～ 10：40）→グリーンハイツ集会所（10：50～ 11：30）
→オレンジハイツグラウンド（13：30～ 14：20）→大町公民館（14：40～ 15：30）
■10月８日・22日（土曜日）
　石根公民館（10：00 ～ 10：40）→氷見西町集会所（11：00 ～ 11：30）→旧西
田郵便局横（13：30 ～ 14：10）→禎瑞中組（14：30 ～ 15：00）→八幡集会所（15：
20 ～ 15：50）
■10月２日・30日（日曜日）
　兎之山集会所（10：00 ～ 10：30）→ＪＡ西条神戸低温倉庫（11：00 ～ 11：30）→
JA周桑徳田支所（14：00 ～ 14：40）→ＪＡ周桑光下田出張所（15：00 ～ 15：40）
■10月９日・23日（日曜日）
　若葉町みんなの広場（10：00 ～ 10：30）→ファミリーハイツ北公園（10：50
～ 11：30）→田野公民館（14：00 ～ 14：40）→佐伯記念館（15：00 ～ 15：50）

西条図書館　　　明屋敷238－2	 TEL0897－56－2668

東予図書館　　　周布427	 TEL0898－65－4797

小松温芳図書館　小松町新屋敷甲3007－1	 TEL0898－72－5634

本能寺への光秀の
来襲がもし４時間
遅れていたなら、
世界の歴史は変
わっていた。世界
史を変える、信長
の壮大なロマン！
出版：幻冬舎

いろいろな魚たち
が、大きな画面に
明るい色彩で描か
れた、想像力いっ
ぱいの絵本。
なぎともこ／訳
出版：偕成社

今月の新着本
覇王の夢
津本陽／著

それゆけ！さかなくん！
ルーシー・カズンズ／作

10月の休館日：毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬、
　　　　　　　30日㈰
※10月16日㈰は西条図書館を休館します。
開館時間：９時30分～19時

10月の休館日：毎週月曜日、11日㈫
※10月15日㈯は西条西部児童館、10月16日㈰
は西条児童館を休館します。

開館時間：８時30分～17時

リサイクル市の図書寄贈にご協力ください
　11月５日㈯・６日㈰に開催される東予地域文化祭の期間中、東
予図書館では図書のリサイクル市を開催します。ご家庭で読まな
くなった図書がありましたら東予図書館へご寄贈ください。寄贈
いただいた図書はリサイクル市で希望者に無料でお譲りします。
※雑誌、マンガ本、破損・汚損した図書などはご遠慮ください。
　寄贈方法：10月１日㈯から29日㈯までに、東予図書館へお持ち

ください。
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■少林寺拳法
団体演武　少年　大町小

単独演武

　一般有段者　白石祐介（西条北中）

　一般段外者　矢野七海（西条東中）

　少年上級　　松木崇人（楠河小）　　少年中級　藤田隼輔（玉津小）

　少年下級　　本田梨香子（西条小）

組演武

　一般有段者　西健太郎・白石祐介（西条北中）

　少年上級　　矢野祐貴・明日勇聖（大町小）

　少年中級　　白石佳奈子（神拝小）・田中　遥

　少年下級　　白石晃大・白石恭一（大町小）

乱捕

　一般有段者　　伊藤寛之(新居浜南高)

　一般段外者

　　矢野七海（西条東中）

　小学５・６年　明日勇聖（大町小）

　小学３・４年　川口傑史（玉津小）

　小学１・２年　金子透士（橘小）

■水泳
小学生（総合成績）

　３年　男子　岡本力（飯岡小）	 女子　新田汐莉（飯岡小）

　４年　男子　塩﨑源一郎（西条小）	女子　加藤真穂（神拝小）

　５年　男子　村上祐介（神拝小）	 女子　三星奈々（玉津小）

　６年　男子　星加恭兵（神拝小） 	 女子　長谷部加奈（庄内小）

中学生（総合成績）

　１年男子　　伊藤寛治（西条北中）

　１年女子　　小網百合亜（西条南中）

　２年女子　　弓山千波（西条北中）

　３年女子　　星加真帆（西条北中）

高校生男子　　上岡俊也（西条高）

■空手道
組手

　小学２年以下　稲井大雅（壬生川小）

　小学３・４年　神尾直輝（壬生川小）

　小学５・６年　越智　優（庄内小）

　中学生男子　　山内　将（河北中）

　高校生・一般　藤井崇文（今治西高）	

形

　小学２年以下　芥川太一（多賀小）

　小学３・４年　浅山治輝（庄内小）

　小学５・６年　白石将之（庄内小）

　中学生男子　　岡崎誠也（河北中）

　高校生・一般　岡本一輝（丹原高）

■クロッケー　60歳以上　小松４

■バスケットボール
　中学生男子　丹原東中

　中学生女子　東予東中

■陸上
１００ｍ

　小学生男子

　１年　山口和也（西条小）　　２年　越野大毅（西条小）

　３年　髙橋稜矢（西条小）　　４年　佐伯契哉（小松小）

　５年　益山大器（神拝小）　　６年　田坂尚耀（神拝小）

　小学生女子

　１年　藤原未久（西条小）　　２年　山口和華（西条小）

　３年　吉岡卯月（西条小）　　４年　山内優花（小松小）

　５年　加藤みゆき（小松小）　６年　德永夏帆（周布小）

　中学生男子　１年　石川隆一（西条東中）

　２年　工藤豪平（西条東中）　３年　浅野晃佑（西条東中）

　中学生女子

　１年　河端志保（西条東中）　２年　高橋美穂（西条東中）

　一般男子　和泉　潤

１５００ｍ

　小学生　男子　新田大輝（飯岡小）　女子　谷口　愛（周布小)

　中学１年男子　小松浩樹（西条北中）

　中学３年男子　松木一馬（河北中）

　中学１年女子　稲垣　唯（西条東中）

　一般　男子　和泉　潤　　女子　鈴木　緑

走り幅跳び

　小学生　男子　宮﨑祥希（神拝小)　　女子　德永夏帆(周布小)

　中学生男子　浅野晃佑（西条東中)

　中学生女子　近藤萌加（西条東中)

３０００ｍ　一般　男子　村上浩樹

　　　　　　　　　女子　鈴木　緑

■レクリエーションバレーボール
　女性１部Ａ　レッド・アタック

　女性１部Ｂ　ＭＡＸ

　女性２部　　小松ドリーム　　女性３部　　ラベンダー

　一般１部Ａ　永易　　　　　　一般１部Ｂ　ミッキーマウス

　一般２部　　三芳コスモス

　一般３部　　さえだフレンズ

■ミニバレーボール
　Ａゾーン　一本松Ａチーム

　Ｂゾーン　役場チーム

市民総合体育大会
　市民総合体育大会が、市内38会場で開催されました。
約5,000人の選手が19種目に熱戦を展開し、交流の輪を
広げました。各競技で優勝された団体・個人の皆さんを
ご紹介します。（敬称略）

市民総合体育大会
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■テニス
　男子ダブルスＡ　宇佐　寛・真鍋和年

　男子ダブルスＢ　大森武東・矢野　博

　男子ダブルスＣ　馬場耕三・松下末廣

　女子ダブルスＡ　矢野順子・横田美鈴

　女子ダブルスＢ　寺川八重・渡部眞知子

■バドミントン
　一般１部　伊東　貢・森川芳樹

　一般２部　村上廣徳・得居彦一

　一般３部　安藤真里絵・柳原幸子（西条農高）

　一般４部　伊東千麿（西条東中）・松本亜紗美（西条北中）

　一般５部　松本克弓・松木友子

　一般６部　大塚将吾・工藤　昻（西条農高）

　一般７部　十河悠二・瀬尾　明（西条南中）

　小学１・２年　越智稀惟・長谷部伸洋(多賀小）

　小学３・４年　佐薙美穂（西条小）・田坂英理子（神拝小）

　小学５・６年　松本健吾（神拝小）・伊東歩雪（飯岡小）

■剣道
団体　中学男子　　　東予東中Ｃ　中学女子　　　東予西中Ａ

　　　小学５年以上　吉井剣道会　小学４年以下　吉井剣道会

個人

　中学男子　田中昌弘（東予西中）

　中学女子　曽我部真代（西条東中）

　小学男子５年以上　佐伯知哉（石根小）

　小学女子５年以上　佐野李奈（吉井小）

　小学男子４年以下　德永聖門（周布小）

　小学女子４年以下　越智雅子（丹原小）

　小学男子１・２年　菅龍太朗（吉井小）

　小学女子１・２年　松木日向（国安小）

■柔道
小学生

　26kg以下級　西原琢人（玉津小）

　33kg以下級　秦　拓也（玉津小）

　40kg以下級　曽我部本気（大町小）

　48kg以下級　加藤隼人（氷見小）

　48kg超級　　松井大樹（神戸小）

中学生

　50kg以下級　渡部　堪（丹原東中）

　55kg以下級　宇髙大輝（西条北中）

　66kg以下級　小野貴旦（西条北中）

　66kg超級　　柳田桂輔（丹原東中）

高校・一般

　63kg以下級　越智崇仁（丹原高)

　75kg以下級　飯尾文登（丹原高)　75kg超級　尾﨑允俊(丹原高)

女子無差別級

　中学生　二宮　愛（西条東中）　高校生　髙木　梓（新居浜西高）

■弓道
　一般　男子　河野隆弘　　　　　　女子　塩﨑富子

　高校　男子　柳川　信（西条高）　女子　武田桂和（丹原高）

■軟式野球
　一　般　玉津

　中学Ａ　東予東中

　中学Ｂ　西条東中

　中学Ｃ　西条北中

　学　童　玉津小

■ソフトボール
　一般男子　【年齢制限なし】　小松　【50歳以上】　飯岡

　中学女子Ａ　西条南中　　中学女子Ｂ　西条北中

　小学男子Ａ　大町Ａ　　　小学男子Ｂ　飯岡

■バレーボール
　一般女子１部　大町

　一般女子２部　丹原

　一般女子３部　神戸

　中学男子　小松中

　中学女子　小松中

　小学６年以下　西条ひまわりクラブ

　小学５年以下　飯岡ＪＶＣ　　小学４年以下　飯岡ＪＶＣ

■サッカー
　中学生Ａ　西条北中

　中学生Ｂ　アミーゴス

　小学生Ａ　神戸・禎瑞・

　　橘サッカークラブ

　小学生Ｂ　 国安サッカ

　　ースポーツ少年団

　小学生Ｃ　小松サッカースポーツ少年団

■硬式卓球
団体

　一般男子　飯岡

　一般女子　神拝Ａ

　中学男子　東予西中

　中学女子　東予東中

個人

　一般男子Ａ（高校生含む）　平塚正樹

　一般女子Ａ（高校生含む）　山地理沙（西条北中）

　一般女子Ｂ　横井　正子

　中学男子　　高須賀　健（丹原東中）

　中学女子　　渡部真理香（丹原東中）

■ソフトテニス
団体

　中学男子　東予東中

　中学女子　西条西中

個人

　一般男子Ａ

　　藤田栄二・石川英機

　一般男子Ｂ　松本久直・日野征史

　一般女子Ａ　藤原加奈子・藤田万侑（西条高）

　一般女子Ｂ　越智厚美・日野文子
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いつまでもお元気で～敬老会

９/６　台風14号来襲

　市内で各校区別に敬老会が開催され、地域のお年寄りの長寿をお祝いし

ました。

　金婚式を迎えた夫妻や米寿を迎えた方の表彰や、地域の子どもたちや有

志が歌や踊りを披露したり、笑顔いっぱいのなごやかな会となりました。

９/５　市内最高齢者市長訪問
　敬老月間中の９月５日に、伊藤市長が市内最高齢者の

佐々木アイヱさん（106歳）を訪問しました。

　長年地域の発展に尽くしてきたご労苦をねぎらうとと

もに、ご長寿をお祝いしました。

９/10　差別をなくする市民のつどい
　西条市差別をなくする市民の集いが丹原文化会館で開

催されました。約600人が参加し、地元小・中・高校生

の人権作文発表や福寿草合唱団によるコーラス、道前太

鼓などが行われました。また、九州大学非常勤講師の林

力氏による「これから

の人権と同和問題」と

題した講演では、同和

問題やハンセン病差別

などの話に参加者は熱

心に耳を傾けていまし

た。

　９月６日の台風14号は、成就社で観測史上最高

の757㍉を記録するなど、非常に強い雨を降らせ

ました。昨年の台風災害を教訓に、各地域の皆さ

んが早めに自主避難を呼びかけ合うなど、各個で

円滑な対応をしていただけました。また、市消防

本部をはじめ、消防団等の皆さんによる危険個所

への警戒巡視や避難誘導、建設業者の皆さんによ

る河川の土砂排出など、各方面で台風の対応に当

たっていただきました。

　今後とも、住民・企業・行政が連携して災害に

対応できるよう、ご協力をお願いいたします。 ▲河川閉塞による被害を防ぐため、土砂の排出
は深夜も続けられました。

◀
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
、
木
流
し
工
法

を
行
う
飯
岡
分
団
の
皆
さ
ん
。

９／８
丹原地区敬老会

９/11
三芳地区敬老会

９/17
西条地区敬老会

９/21
石根地区敬老会

　米寿を迎えた長寿者
に市長から記念品が贈
呈されました。

　地元の子どもたちに
よるアトラクション・
三芳祝太鼓。

　金婚式を迎えたご夫
婦に市長から記念品が
贈呈されました。

　石根保育所の子ども
たちから長寿をお祝い
して花束が贈られまし
た。
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９/４　障害者福祉のつどい

８/21　2005夏彩祭 in 壬生川

８／28　本谷温泉まつり

　夏彩祭 in 壬生川が新地通り商店街で開催されました。

　今回は合併記念イベントでもあり、雨の中多くの市民でにぎわいました。

マジレンジャーショーやうなぎのつかみどりには子どもたちがたくさん集

まり、夜の部ではトンカカはんや喜左衛門踊り、盆踊りなどで盛り上がり

ました。旧西条・丹原・小松の伝統芸能なども披露され、新市が一体とな

った祭りとなりました。

８/15～21　松山空港ビル ロビー展

９／19　スポーツゲームズ in 西条

　松山空港ビル内

にだんじり２台を

展示し、ロビー展

が開催されました。

　会場では、ふる

さとのお土産を両

手一杯に持ったお

盆のＵターン客が

だんじりの中をの

ぞき込んだり、ふ

だんあまり目にす

ることが無かった

西条の物産を買い

求めたりと、非常

に盛況でした。

　恒例の本谷温泉

まつりが、地元の

方々を中心に賑や

かに行われました。

　阿波踊りやトン

カカはんなどには

飛び入りで多

くの見物客も

参加し、踊り

の手ほどきを

受けていまし

た。

 踊りの後は、

皆さん温泉に

入り、日頃の

疲れを洗い流していました。

　市内の障害者や関

係団体が出席し、障

害者福祉のつどいが

開催されました。

　最初に、自立更生

で模範となった方々

や障害者の更生援護

に功労があった方々

の表彰が行われた

後、障害者の方が日頃練習した和太鼓や踊り・歌などを披露し、

会場から大きな拍手を受けていました。

　西条西部公園を主

会場に「スポーツゲ

ームズ in 西条」が

開催されました。こ

のイベントは、ＮＰ

Ｏ法人ＭＩＰスポー

ツ・プロジェクトの

主催、西条中央ス

ポーツクラブの共催で実施され、多くの小・中・高校生が参加し

ました。元日本代表など様々な種目のトップアスリートから指導

を受け、子どもたちは新たなスポーツの楽しさを体験しました。
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俳　

句	

玉
井
北
男　

選

蝶
と
ま
る
驟
雨
の
あ
と
の
水
た
ま
り	

岡
田
久
夫

夏
旺
ん
度
忘
れ
多
く
な
り
に
け
り	

高
橋
和
子

は
な
や
か
に
炊
き
上
が
り
た
る
茸
飯	

伊
藤
つ
む
ぎ

あ
れ
こ
れ
と
目
を
奪
は
る
る
曝
書
か
な

	
藤
崎
　

泉

町
中
が
祭
り
の
顔
と
な
り
に
け
り	

山
内
清
和

今
朝
秋
の
水
ざ
ぶ
ざ
ぶ
と
顔
洗
ふ	

柳
瀬
清
子

空
蝉
の
葉
裏
に
風
を
ふ
ふ
み
ゐ
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八
木
玲
子

旅
終
へ
し
ひ
と
り
の
夜
の
ち
ち
ろ
か
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青
野
よ
し
え

　

川　
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山
之
内
さ
ち
枝
選

声
高
に
平
和
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謳
う
原
爆
忌	

宇
髙
瑞
子

夕
涼
み
今
川
柳
に
有
頂
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杉　

シ
ズ
子

握
っ
た
ら
握
り
返
し
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細
い
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近
藤
和
子

母
看
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る
わ
た
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ー
ル
蝉
し
ぐ
れ
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野
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人
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道
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幸
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黒
河
ヨ
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髪
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し
て
さ
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や
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な
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島
文
子

ま
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弱
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は
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ま
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手
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岡
田
キ
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人
の
裏
見
過
ぎ
た
眼
鏡
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も
り
だ
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藤
田
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つ
子

　

短　

歌	

田
坂　
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選

夜
の
川
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流
す
灯
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幾
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風
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受
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つ
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寄
り
て
ゆ
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猪
川
ヨ
シ
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終
戦
日
戦
火
に
散
っ
た
兄
偲
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遺
影
に
語
る
灯
火
ゆ
れ
つ
つ	

越
智
ゆ
り
子

犠
牲
者
の
無
念
の
声
か
と
思
は
る
る

	

雷
鳴
激
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終
戦
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念
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一
色
幸
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省
せ
し
孫
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に
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広
き
部
屋

	

夫
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夕
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黙
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食
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小
笠
原
美
弥
子

転
勤
す
る
教
師
に
送
る
寄
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書
き
の

	

最
後
に
児
ら
は
頑
張
れ
と
書
く	

原
田
富
美
子

遠
雷
の
響
き
に
さ
へ
も
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

	

埋
め
た
る
胸
を
両
手
で
お
ほ
ふ	

広
田
シ
ゲ
ノ

御
城
下
の
朝
市
隈
な
く
見
て
歩
き

	
土
佐
の
包
丁
手
に
と
り
試
す	

浅
木
紀
美
子

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
歌
多
き
今
朝
の
歌
壇

	

十
首
の
中
に
十
種
の
想
い	

近
藤
妙
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所
総
務
課
広
報
統
計
係

　

TEL
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
１
２
８

外国語指導助手
アレックス・
　　ブレイクビルさん

私は西条市のＡＬＴ(外国語指導助手)、アレック

ス・ブレイクビルと申します。２年前、中学校と小

学校で英語を教えるために西条市に来ました。

　アメリカのアトランタで生まれて、18歳まで住ん

でいました。ニューヨーク大学で財政学を専攻して卒業しました。

　なんとなく昔からずっと日本に興味があり、高校生のときには合気道をしていました。

しかし来日する前は、まだ不思議な国でした。文化や生活習慣など分かりませんでした。

日本に来て、だんだん日本に慣れています。

　今、飯岡公民館で居合道と剣舞を習っています。最近は囲碁も勉強しています。他の趣

味は本を読むこととフリスビーをすることです。

　西条の夏は大変暑いですが、人も親切だし、景色もきれいなので、私は西条を楽しんで

います。残りの一年でいろいろな経験をしながら、もっと楽しみたいと思っています。

アレックスの自己紹介No.6
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人権・同和教育シリーズ　No.11

ありがとうございました
　次のかたがたからご好意、ご寄付等をいただきました。厚

くお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ

▽三浦幸三（新田）、▽日野豊樹（桑村）、▽玉井敏明（国

安）、▽久米一敏（広江）、▽杉野文子（国安）、▽田口孝

一（国安）、▽児玉春子（丹原町丹原）、▽佐伯謙二（三重

県）、▽佐伯ウタコ（丹原町田野上方）、▽玉置正勝（小松

町妙口）、▽柳瀬英子（壬生川）、▽小糸美智恵（壬生川）、

▽廣田正一（新町）、▽笹本陽地（三津屋）、▽三菱労組西

条支部、▽茶道裏千家淡交会学校茶道連絡協議会、▽うしろ

のしょうめんだ～れ、▽丹原文化協会茶道部、▽清楽寺、▽

国興産業㈱

■老人ホーム明水荘へ

▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）、▽散髪　伊藤泰博

（明神木）、▽新聞　芥川秀人（神拝甲）、▽押し花指導　

佐藤ミヨ・秋月理作子（大町）、▽現金　百軒巷自治会

■老人ホーム石燧園へ

▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部、▽七夕飾り付け　石根保育

所園児

■特別養護老人ホーム道前荘へ

▽三味線・民謡　桑村社中、▽喫茶・カレンダー作り・紙芝

居・丹原七夕夏まつり見学付き添い　コープえひめ福祉グル

ープ、▽七夕飾り付け　石根保育所園児

身元調査お断り
西条市人権教育指導員

　

先
日
、
あ
る
研
究
会
で
「
身
元

調
査
に
ど
う
対
応
す
る
？
」
と
い

う
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
役
割
演
技
）

を
通
し
た
学
習
を
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
友
達
の
白
井
さ
ん

か
ら
、
息
子
の
結
婚
相
手
・
田
中

キ
ミ
子
さ
ん
の
身
元
調
査
を
頼
ま

れ
ま
し
た
。
親
友
の
依
頼
で
も
あ

り
、
田
中
さ
ん
の
近
所
に
住
ん
で

い
る
高
校
時
代
の
友
人
佐
藤
さ
ん

を
通
じ
、
田
中
さ
ん
の
こ
と
を
聞

き
出
そ
う
と
思
い
、
気
軽
な
気
持

ち
で
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
雑
貨
屋
を
営
ん
で

い
ま
す
。
田
中
さ
ん
一
家
は
昔
な

じ
み
の
お
得
意
さ
ん
で
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
の
キ
ミ
子
さ
ん
や
兄
さ

ん
の
こ
と
、
父
親
が
急
死
し
、
母

親
が
女
手
一
つ
で
育
て
た
こ
と
な

ど
、
家
庭
の
事
情
も
よ
く
知
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
「
聞
き
合
わ
せ
」
に

や
っ
て
き
た
鈴
木
さ
ん
と
そ
れ
に

応
対
す
る
佐
藤
さ
ん
に
な
り
、
役

割
演
技
を
展
開
し
ま
す
。
佐
藤
さ

ん
に
な
っ
た
参
加
者
は
、
「
お
母

さ
ん
が
頑
張
っ
て
子
育
て
を
し

た
」
「
と
て
も
優
し
く
て
良
い
子

だ
」
な
ど
と
田
中
さ
ん
の
こ
と
を

話
し
て
い
き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の

方
が
、
た
と
え
身
元
調
査
で
も
、

長
所
を
話
す
の
は
「
何
ら
問
題
な

し
」
と
い
う
見
解
の
よ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
会

話
は
、
身
元
調
査
に
知
ら
ず
知
ら

ず
に
応
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
間
違

い
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
内
容
で
し
た
。
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
会
話
の
一
コ
マ
を
紹
介
し
ま

す
。

「
実
は
な
、
田
中
キ
ミ
子
さ
ん
に
つ

い
て
教
え
て
欲
し
い
ん
だ
が
…
」

「
え
え
っ
？
キ
ミ
ち
ゃ
ん
が
ど
う

か
し
た
ん
か
。
そ
れ
っ
て
身
元
調

査
と
ち
が
う
ん
か
」

「
知
り
合
い
に
頼
ま
れ
、
お
前
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
な
」

「
キ
ミ
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
よ
う
知

っ
と
る
。
し
か
し
な
あ
、
こ
う
し

た
身
元
調
査
は
部
落
差
別
を
助
長

す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
や
め
よ

う
い
う
て
取
り
組
ん
ど
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
ろ
。
そ
の
こ
と
を
よ
う
、
考

え
て
み
ん
と
の
う
」

「
そ
れ
で
も
親
と
し
て
は
気
に
な

る
ん
じ
ゃ
ろ
う
」

「
キ
ミ
ち
ゃ
ん
に
会
う
て
み
る
ん

が
一
番
じ
ゃ
」

　

身
元
調
査
に
は
不
確
実
さ
や
誤

り
、
思
わ
ぬ
偏
見
や
個
人
的
感
情

の
混
じ
っ
た
情
報
に
よ
っ
て
、
判

断
さ
れ
る
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

身
元
調
査
が
部
落
差
別
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
残
す
こ

と
に
手
を
貸
し
て
い
る
こ
と
を
、

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
「
身
元

調
査
お
こ
と
わ
り
運
動
」
を
西
条

市
で
も
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
登
場
人
物
は
す
べ
て
仮
名
で
す
）

■マイバッグを持っていこう
　スーパーの袋より、こだわりのマイバッグの方が
かっこいいと思いませんか？ポイントなどをうまく
利用して、賢い消費者になりましょう。

※西条市のすべての家庭で毎日１枚レジ袋を断ると１カ月でド
　ラム缶125本の石油を節約できます。

愛媛銀行から市内小中学校へ寄付
　９月１日㈭に、㈱愛媛銀行から「さすまた」80本を寄付してい
ただきました。
　さすまたとは約２㍍の棒の先が二股に分かれたもので、相手の喉
首を押さえたり、足をひっかけて転ばせたりします。市内小中学校
では、教師によるさすまたを使った防犯訓練も行われています。
　今回ご寄付
いただいたさ
すまたは、市
内小中学校の
防犯対策のた
めに活用させ
ていただきま
す。ありがと
うございまし
た。
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中央保健センター　℡0897‒52‒1215　神拝甲324‒2　総合福祉センター内　
東予保健センター　℡0898‒64‒5333　周布606‒1　東予総合福祉センター内
丹原保健センター　℡0898‒68‒7300　丹原町池田1762‒1　丹原総合支所北隣
小松保健センター　℡0898‒72‒6363　小松町新屋敷乙48‒1　小松地域福祉センター内

麻しん・風しんの予防接種が変わります
　平成18年４月から、麻しん・風しんの予防接種の対象年齢・ワクチンの種
類が変わります。まだ接種していない方、またはどちらかの接種のみしか終
わっていない方は、平成18年３月31日までに接種してください。

■平成18年４月以降接種できない方
◎麻しん・風しんのいずれかを接種したか、既にかかった方
◎麻しん・風しんの両方とも接種したか、既にかかった方
■平成18年４月以降接種できる方
◎麻しん・風しん予防接種を両方とも接種していない方で平成18年４月以降
の対象年齢に該当する方
　生後24カ月未満の方→１期・２期　　生後24カ月を越える方　２期のみ
※両方とも接種する場合、生ワクチン接種後４週間空けることになっています。
３月末までに麻しん・風しんともに終わるよう接種時期に注意してください。

ＢＣＧ予防接種期間が
延長されます

■９月から生後６カ月以上１歳未満の乳児も
公費負担でＢＣＧ予防接種を受けられます
　医師の医学上の判断で生後６カ月までに接
種できなかった方は、市の委託医療機関で接
種を受けられます。その際は、母子健康手
帳・予防接種券（専用の予診票が医療機関に
あります）をお持ちください。
■平成17年４月１日から８月31日までに自費
で受けた場合も接種費用が補助されます

対象　接種時に生後６カ月から１歳未満で医
師の医学上の判断が認められた方

■問合せ　中央保健センター

インフルエンザ予防接種を
受けましょう

　高齢者の方がインフルエンザにかかると、
肺炎を併発するなど重症化しやすく命にかか
わることもあります。早めに予防接種を受け
て、インフルエンザの予防に努めましょう。
■接種費用の一部を市が負担します
　65歳以上の方などに、インフルエンザ予防
接種費用の一部を市が負担します。なお、市
の負担は実施期間中１回のみです。
◎65歳以上の方は、接種券等をご自宅に郵送
します。
◎60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓・呼吸
器に身体障害者１級相当の障害があり予防
接種を希望される方は、保健センターへご
連絡ください。

実施期間　10月15日㈯～12月31日㈯
接種方法　接種券を持って、医療機関に必ず
ご予約のうえ、接種してください。

接種費用　1,000 円（医療機関でのお支払い）
接種できる医療機関　接種券をご覧いただく
か、保健センターへお問い合わせください。

■市外でも予防接種を受けられます
　今年度から、市外（県内）の病院でも要件
を満たせば接種できます。詳しくは、保健セ
ンターへお問い合わせください。

麻しんワクチン１回接種
風しんワクチン１回接種

生後12カ月から７歳６カ月未満

麻しん・風しん混合ワクチンを
２回（１期・２期）接種
第１期：生後12カ月から24カ月
第２期：小学校就学前の１年間
　　　　（５歳以上７歳未満）

現在（平成18年３月31日まで）

実施方法

対象年齢

平成18年４月１日から

◎対象　生後３カ月～７年６カ月未満
◎必要なもの　母子健康手帳・育児のしおり
※投与前後の約30分は、飲食させないでください。詳しくは「育児のしおり」をご覧く
　ださい。転入された方には「育児のしおり」をお渡ししますのでご連絡ください。
◎問合せ　各保健センター

生ポリオワクチン投与日程
場所　中央保健センター
受付時間　13：20～13：50

西条・氷見・神戸10／４㈫

場所　東予保健センター

多賀・三芳・庄内10／６㈭
吉井・国安・楠河10／13㈭
周布・壬生川・吉岡10／20㈭
接種もれの方10／26㈬

受付時間　14：00～14：30

場所　丹原保健センター

10／21㈮
10／28㈮

受付時間　13：30～14：00

場所　小松農村環境改善センター

場所　小松保健センター

小松地区
丹原地区

10／19㈬

受付時間　14：00～14：20

受付時間　15：00～15：30

大町・禎瑞・橘・加茂・大保木10／５㈬
神拝10／７㈮
玉津・飯岡10／12㈬
接種もれの方10／19㈬

個別基本健診・成人歯科健診はお早めに
料金：無料　　申込先：各保健センター【電話申込可】

　個別基本健診と成人歯科健診の実施期限は10月末です。
希望される方は、お早めにお申込みください。受診券をお
持ちの方は、お早めに受診してください。

■個別基本健診
◎検査内容　問診・血圧測定・尿検査・
身体計測・診察・血液検査（貧血検査
は、希望すれば実施できます）

※診察の結果、必要な方には貧血検査・心電図

検査・眼底検査・HbA1c検査を実施します。

◎対象　18歳以上の方
◎場所　市内の医療機関
※個別基本健診を受診すると、集団健診の基

本健診は受診できません。旧丹原町で実施

していた個人通知は行いません。

■成人歯科健診
◎検査内容　問診・現在の歯の状況、
歯肉の状態等

◎対象　平成18年３月末現在で40・
45・50・55・60歳の方

◎場所　市内の歯科医療機関
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　運動教室では、年齢や体力に合わせて無理をしない
程度に、筋力アップの運動や水中運動を行います。
※筋肉若がえり教室は、要支援・要介護１の方も対象
　になります。
※40歳～59歳の方は、生活習慣病の所見のある方が対
　象となります。健診結果等を持参してください。

　10月20日㈭～11月18日㈮

運動教室
参加者募集!!

はつらつ健康教室

肥満予防教室

足腰お達者教室

腰・膝すっきり教室

水中エクササイズ

筋肉若がえり教室

筋肉若がえり教室

筋肉若がえり教室

水中ウォーキング

申込先：中央保健センター 　場所：総合福祉センター（もてこい元気館）

申込先：小松保健センター 　場所：小松保健センター

筋肉若がえり教室

申込先：東予保健センター 　場所：国安公民館

筋肉若がえり教室

15人

15人

15人

15人

15人

12人

12人

12人

12人

15人

12人

12人

12月５日～３月10日
毎週月・金曜日24回

12月６日～３月７日
毎週火・金曜日24回

12月12日～３月15日
毎週月・水曜日24回

12月13日～３月14日
毎週火・金曜日24回

12月８日～２月16日
毎週木曜日12回

12月８日～３月23日
毎週月・木曜日28回

12月12日～３月27日
毎週月・水曜日28回

12月13日～３月31日
毎週火・金曜日28回

１月11日～３月29日
毎週水曜日12回

12月２日～３月17日
毎週火・金曜日28回

12月２日～３月17日
毎週火・金曜日28回

40～64歳

40歳以上

60歳以上

40歳以上

40～64歳

60歳以上

60歳以上

60歳以上

60歳以上

60歳以上

60歳以上

13時15分～14時45分

９時30分～11時

９時30分～11時

９時30分～11時

13時15分～14時45分

９時30分～11時

13時15分～14時45分

14時30分～16時

14時30分～16時

９時30分～11時

13時30分～15時

９時30分～11時

申込先：丹原保健センター 　場所：丹原福祉センター

運
動
す
る
習

慣
を身
につけよう

10月28日㈮

11月１日㈫
11月９日㈬
11月17日㈭

11月24日㈭

13：00～15：00

９：30～13：00
９：30～11：00
13：30～15：00

９：00～16：00

健診の結果から、生活習慣改善の必要
性や効果などを教える病態講座
食生活を見直す食生活改善講座
仲間をつくるグループワーク
運動改善講座（健康体操）
保健師・栄養士による個別相談
※都合のよい時間に30分程度

※できるだけ、５回とも受講してください。

▼ウォーキングのすすめ
　市では、ウォーキングで健康づくり推進
事業を進めています。
　毎日の運動の成果をウォーキングマップ
に記入し、四国・九州・北海道・本州の
コースをそれぞれ完歩するごとにコース達
成認定証と景品を贈呈します。
　ウォーキングマップは各保健センターに
て配布しています。ご家族、ご友人お誘い
合わせてご参加ください。
▼ウォーキング完了認定者
　８月に完了認定証を交付した方は、次の
とおりです。（敬称略）
◆四国一周コース（940km）
　髙橋鶴一（三芳）　髙橋國江（三芳）
　秋川久仁子（楠）
◆北海道一周コース（2,190km）
　渡邉　光（国安）
◆全国一周コース（10,310km）
　米田冨美子（福武甲）
　宮崎一夫（福武甲）

　▲おめでとうございます

▼ウォーキング教室受講者募集
　ウォーキングについての知識を学び、自
分の歩き方を見直しましょう。
日時　10月20日㈭・28日㈮、11月11日㈮・
18日㈮・25日㈮
　９時30分～11時
場所　中央公民館
内容　健康運動指導士によるウォーキング
の講義と実技指導
※体育館シューズとタオルを持ってきてく
ださい。

対象　ウォーキングに関心がある方
募集人員　30人程度
締切　10月17日㈪
申込先　東予保健センター
▼歩け歩け教室のつどい
○小松保健センター
　10月４日㈫　９時30分～
○小松農村環境改善センター
　10月11日㈫　９時30分～
○問合せ　小松保健センター

生活習慣改善学級に参加しませんか
　健診を受けただけで安心していませんか？
　健診結果を見て、行動を起こすかはあなた次第です。
　生活習慣改善学級に参加して、健康づくりの『はじめの
一歩』を踏み出しませんか？
対象　血圧・体重・コレステロール値・中性脂肪・血糖値
等が気になる方

募集人員　20人程度　　　参加費　無料
締切　10月20日㈭
申込先　小松保健センター
内容
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■赤ちゃん健康情報　
◆チェリーくらぶ
　子どもが遊んだり保護者の方が気軽にお
しゃべりできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（10日を除く）
　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター
◆乳幼児相談
10/3㈪　中央保健センター
10/19㈬　丹原保健センター	
10/21㈮　小松保健センター
10/24㈪　東予保健センター

■成人向け健康相談　
◆健康相談
10/３㈪　加茂町集会所
10/４㈫　禎瑞クロッケー場
10/12㈬　西条公民館
10/19㈬　高田集会所
10/26㈬　氷見公民館
10/26㈬　北星会館
10/28㈮　大町公民館
10/28㈮　神拝公民館
◆健康栄養相談
10/４㈫　玉津公民館
10/５㈬　中央保健センター
10/５㈬　田野公民館
10/６㈭　飯岡公民館
10⁄７㈮　中川公民館
10⁄12㈬　丹原保健センター
10/14㈮　小松保健センター
10/14㈮　神戸公民館
10/21㈮　橘公民館
10/28㈮　東予保健センター

■産業保健健康相談
　健康管理や生活習慣病の予防等について
認定産業医が相談に応じます。
○日時　10月27日㈭　13時～15時
○場所　西条商工会議所２階小会議室
○対象　働いている方
○申込み　地域産業保健センタ─（TEL0897
－36－1788）・西条市医師会（TEL0897－
56－2211）

■献血日程
　現在血液が大変不足しています。献血に
ご協力をお願いします。
10/21㈮　西条市役所
10/21㈮　西条中央病院
○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300
11/15㈫　総合福祉センター

○問合せ　西条ライオンズクラブ
　TEL0897－56－3980

9:30～11:00
9:30～11:00
9:30～11:00
13:30～15:00

９:30～11:00
13:30～15:30
13:30～15:00
９:30～11:00
9:30～11:00
9:30～11:00
9:30～11:00
13:30～15:00

14:00～15:30
9:00～11:00
9:30～11:00
10:00～11:30
13:30～15:00
9:30～11:00
9:30～11:30
13:30～15:00
14:00～15:30
9:30～11:00

9:30～12:00
13:30～16:00

10:00～12:00
13:00～16:00

子育て総合相談窓口を開設します！
～出産から子育てまでの悩みをご相談ください

　子育てを一人で悩んでいませんか？
　保健センターでは、妊娠中の方・乳幼児を育て
る保護者や家族の方に、気軽におしゃべりしなが
ら情報交換や仲間と交流する機会と場所を提供し
ています。
　妊娠・出産のこと、育児や発達のちょっとした
心配ごとなどを専門スタッフ（助産師・保育士・

保健師・栄養士・家庭児
童相談員など）にご相談ください。一緒に考えていきま
す。
　忙しい日々の中で少し立ち止まって休んで、がんばる
力を取り戻しましょう。お気軽にご利用ください。
※２週間以内に感染症にかかった方や接触された方、治
られて間もない方につきましてはご遠慮ください。

日時　毎週火曜日　10時～15時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）２階　健康指導室
　※予約は必要ありません。都合の良い時間帯にお越しください
問合せ　中央保健センター

10月は骨髄バンク推進月間　～登録できる年齢幅が拡大
　毎年6000人の方が突然白血病などの血液難病にかかっています。「骨髄液の提
供(骨髄移植)」というあなたの善意が、血液難病患者の命を救います。
　骨髄移植を成功させるためには患者と骨髄提供者（ドナー）の白血球の型が一
致しなければいけません。一致する確率は兄弟姉妹で４人に１人、それ以外で
は数百人から数万人に１人とまれなため、多くの患者が骨髄移植を受けられな
いでいます。そのため、全国でドナー登録30万人を目標に、骨髄バンクヘの登録
を呼びかけています。登録できる年齢が今まで「20歳から50歳」でしたが、今回、
「18歳から54歳」に拡大されました。ぜひ骨髄バンクに登録をお願いします。
■愛媛県内の骨髄バンク登録窓口（事前予約が必要です）
・西条保健所（喜多川796－１）　毎週月曜日　TEL0897－56－1300
・愛媛県骨髄データセンター（松山市高岡町 80－ 1愛媛県赤十字血液センター内）
　毎週月・金曜日　TEL089 － 973 － 0700
問合せ　県庁薬務衛生課　TEL089－912－2391
　㈶骨髄移植推進財団　TEL0120－445－445・URL　http://www.jmdp.or.jp/

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、丹原：丹原保健センター
※母子健康手帳を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、あらかじめ中央保健センターへご連絡く
　ださい。

10月の乳幼児健康診査
内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

26日㈬ 13：00～13：30 丹原 丹原

19日㈬ 13：00～13：30 東予 東予平成17年６月１日～
６月30日の出生児

平成17年６月１日～
６月30日の出生児27日㈭ 13：00～14：30 中央 西条

平成17年６月１日～
７月31日の出生児

１歳６カ
月児健診 20日㈭ 13：00～14：30 中央 西条

平成16年３月１日～
３月31日の出生児

５日㈬ 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

６日㈭ 13：00～14：30 中央 西条平成14年９月１日～
９月30日の出生児12日㈬ 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○10月５日㈬　13時～17時　小松公民館

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212

○10月20日㈭　13時～17時　神戸公民館

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○毎週月・水・金曜日（10日・14日・17日を除く）　９時～16時

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■行政相談
○10月４日㈫　13時～16時　市民会館（東予総合支所隣）

○11月１日㈫　13時～16時　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

○10月５日㈬・21日㈮　13時～16時　小松公民館

　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線212

○10月11日㈫　９時～12時　丹原福祉センター

　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線230

○10月18日㈫　13時～16時　橘公民館

○10月24日㈪　13時～16時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

■法律相談　事前に予約が必要。（予約受付は10月３日～）
　内容　弁護士が担当(定員15人、１人15分)

○10月12日㈬・26日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民相談課

　問合せ　市庁舎本館市民相談課　TEL0897－56－5151内線2462

○10月19日㈬　13時～17時　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線315

■子育て相談
◆医療カウンセラーによる専門的相談
　毎週土・日曜日、祝日（16日を除く）　10時～16時

　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」TEL0897－55－1018

■青少年電話相談
ヤングテレホン

　TEL0897-52-2828（青少年育成センター）

　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－56－4976（西条警察署）　TEL0898－65－4976（西条西警察署）

ヤングホットライン

　TEL089－945－4115（松山教育事務所）　月～金曜日　９時～18時

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）

　月～金曜日（10日を除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）

　月・金曜日（10日を除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　毎週火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　毎週水曜日　13時～16時

　主催　社会福祉協議会

■司法書士法律無料相談
　10月18日㈫　10時～12時　丹原公民館

■交通事故相談　※事前予約が必要
　一般相談：月～金曜日　９時～16時　弁護士相談：10月17日㈪

　場所　西条地方局４階　TEL0897－56－1300内線251

■社会保険等相談
　10月13日㈭　10時～ 16時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　市庁舎本館商工振興課　TEL0897－56－5151内線2547

■社会保険出張相談
○10月13日㈭　10時～15時30分　東予市商工会議所

○10月17日㈪・28日㈮　10時～15時30分　西条商工会議所

　問合せ　新居浜社会保険事務所　TEL0897－35－1300

■消費生活相談
　月～金曜日　９時～16時

○西条地方局くらしの窓口　直通電話番号：TEL0897－56－3700

○各地方局・県生活センター　共通電話番号：TEL0570－700－370

■土地建物取引相談
　10月８日㈯　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　宅建協会西条支部　TEL0897－55－0988

■土地建物取引相談、住宅に関する無料相談
　10月11日㈫　13時～15時　東予市商工会議所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、東予市商工会議所

■お酒の悩み相談
　10月26日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室

　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■補聴器相談会
　10月５日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階101会議室

　11月２日㈬　10時～15時　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　TEL0897－56－5151内線2326

◆10月17日～23日は秋の行政相談週間
　総務大臣から委嘱された行政相談委員が、道路・交通安全・登
記・郵便・消費生活・社会福祉などの行政サービス改善に関する
意見・要望など、住民の方々と市役所とのパイプ役として相談に
のってくれます。
▽西条市の行政相談委員
　近藤　博幸氏（大町）　　　　船草　清　氏（氷見）
　日和佐忠義氏（上市）　　　　竹本　節　氏（広江）
　佐伯　正昭氏（丹原町高松）　戸田　裕喜氏（小松町新屋敷）
◆警察総合相談電話へお気軽にご相談ください
　フリーダイヤル　0120－31－9110（夜間・休日も受付）
　URL　 http://www.police.pref.ehime.jp/
相談内容　事件・事故等の被害、ＤＶやストーカー、いじめ等の
少年問題に関する相談
　※最寄りの警察署にも相談窓口を設けています。

◆無料司法書士・公証人・土地家屋調査士法律相談
　10月１日㈯　10時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　10月５日㈬　10時～15時　紺屋町フロム
相談内容　不動産の相続、売買などの登記、供託の手続、訴訟手
続（書類作成等）、公正証書の作成などに関すること。
　問合せ　愛媛県司法書士会　TEL089－941－8065
　　愛媛県司法書士会西条支部
　　TEL0897－53－4817・TEL0898－64－3212
◆法務行政なんでも相談
　10月23日㈰　11時～15時　西条公民館
　問合せ　松山地方法務局西条支局　TEL0897－56－0188
◆聴覚言語障害者専用メールを開設しました
　市では、聴覚言語障害者の方の相談に円滑に対応できるよう、
相談専用メールを開設しました。ぜひご利用ください。
　ｅメールアドレス　syuwa@saijo-city.jp
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　運動会で子どもたちの歓声が、
高い青空にこだまする、いい季節
になりました。黄金色の稲穂が重
そうに頭を垂れる景色を眺めてい
ると、幸せな気分になるのは、私
だけでしょうか？
　皆さんに広報紙が届く頃には、
きんもくせいの香りも漂い、いよ
いよお祭りモードに突入ですね。
子どもたちの運動会の頑張りに負
けない大人の心意気と、けがやけ
んかのない平和で楽しいお祭りを
やりまっしょい。　　　　（あ）

▼ 人口のうごき
人 口	 116,442人	（＋22人）
男	  55,734人	（＋17人）
女	 60,708人	（＋ 5 人）

世 帯	 46,049世帯	（＋60世帯）
平成17年８月末日現在
住民基本台帳登録数

▼ テレホンサービス
■市政だより
　0897－53－1500（常時）
■当番病医院
　0897－58－2200（常時）
■災害情報
　0897－55－5551（発生時）
■民話テレホン
　0897－52－1270

▼ 編 集 後 記
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伊曽乃神社　社殿

◀国指定の
　重要文化財
　「与州新居系図」

至新居浜
　　　→←

至松山

武丈公園

西条南中

神戸小

釜の口
駐在所

Ｒ194

Ｒ11 加茂川橋

至高知

Ｎ

伊曽の橋

伊曽乃神社

●
Ｇ
Ｓ

加
茂
川

※当直病医院は変更する場合がありますので、受診をされるかたは各病医院もしくはテレホンサービスで確認をしてください。
　夜間当番病医院は、  でお知らせしています。

　　　　　診療時間　　９時～18時
月/日 区分 当直病医院名（市外局番０８９７） 当直病医院名（市外局番０８９８）

10/２
内科 ながい小児科 田中内科（喜多川） （桑村）

外科 西条中央病院 佐伯産婦人科（朔日市） （北条）

10/９
内科 宮島小児科 福田医院（大町） （丹原町願連寺）

外科 矢野医院 奥田外科（古川甲） （三津屋南）

10/10
内科 回生堂医院 中村医院（神拝甲） （上市）

外科 佐藤クリニック あおの循環器科（氷見乙） （丹原町今井）

10/16

10/23

10/30

内科 西条中央病院 安永クリニック（朔日市） （北条）

外科 済生会西条病院 飯尾皮フ泌尿器科（朔日市） （周布）

℡53－7707

℡56－0300

℡55－2615

℡55－1777

℡55－3101

℡57－8200

℡56－0300

℡55－5100

℡66－1700

℡64－1166

℡68－7243

℡64－3331

℡66－0606

℡68－3300

℡64－5760

℡64－5577

内科 坂根医院 渡部内科病院（喜多川） （周布）

外科 加藤クリニック 黒田医院（大町） （石田）

℡55－4021

℡55－5036

℡64－1200

℡64－3780

内科 秋山医院 茎田医院（大町） （三芳）

外科 伊賀整形外科 加藤整形外科（玉津） （丹原町願連寺）

℡56－0885

℡52－0800

℡66－0555

℡68－5850
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 主　催（問合せ）

▼ 総 合 文 化 会 館

▼ 丹 原 文 化 会 館

【10月の休館日】　毎週月曜日（10日開館）、15日㈯、16日㈰ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

【10月の休館日】　毎週月曜日（10日開館）、11日㈫、12日㈬、16日㈰ ※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

 9：00 書神会西条支部
℡0897－53－2683　篠原

10

10

18：00

13：00
 9：00

大ホール２ 日 鼓童　ー ONE EARTH TOUR －

小ホール 日本スクエアダンス協会　西日本支部
℡089－975－5603

水

第20回　西日本スクエアダンス講習会 関係者

前売 4500円
当日 5000円

一　般 2000円
小学生以下1000円

関係者

 9：00 大ホール

小ホール

 9：2022

26

土

13：30
 9：00

13：00
 8：30

13：30
 9：00

知里歌謡教室
℡0898－68－7240　寺田30 日 知里歌謡発表会

 9：00

無　料

無　料

無　料

大ホール 9：30 10：00

18：30

独立行政法人　自動車事故対策機構
℡089－925－0708

丹原文化会館　℡0898－68－3555

 9：30 大ホール２ 日 歌謡アカデミー西条歌謡祭 10：00 歌謡アカデミー西条
℡0897－55－9885　加藤

無　料

無　料

 9：00 展 示 室
５

27

水

木
西条市教育委員会
℡0897－56－5151 内線5237 生涯学習課

無　料 9：00 小ホール５ 水 地区別人権・同和教育研究協議会  9：30 県教育委員会、県人権教育協議会、市教育委員会
℡0897－56－5151 内線5242 人権教育課

17：30 大ホール８ 土 板東ゆう子ジュニアバレエ
10周年記念公演 18：00 板東ゆう子ジュニアバレエ

℡0897－53－2405

18：00 小ホール22 土 仏教定期公演会 18：30 西条仏教青年会
℡0897－55－2251　王至森寺

1500円18：00 小ホール25 火 国際ソロプチミスト西条チャリティー公演
南水ひとり語り 18：30 国際ソロプチミスト西条

℡0897－55－6767　プチ珈琲館

関係者小ホール27
28
木
金
中四国ブロック
アートマネジメント研修会

中四国地区公立文化施設協議会
℡0897－53－5500　総合文化会館

無　料11：30 大ホール30 日 玉津歌謡発表会 12：00 玉津歌謡愛好会
℡0897－56－4789　高橋

丹原文化会館　℡0898－68－3555

運行管理者等一般講習

吹奏楽クリニック

８
９
土
日

２

～
～ ～

～

日
書神会西条支部展
※18時まで展示。最終日は16時まで。

合併記念　西条市指定文化財パネル展
※17時まで展示。

展 示 室

参加費必要

劇団四季のファミリー・ミュージカル

土 15時開演
総合文化会館大ホール

Ｓ席：おとな　4,000円　　Ａ席：おとな　3,500円
　　　こども　3,000円　　　　　こども　2,500円

※「こども」は中学生以下です。

10月29日㈯チケット発売開始

“撮影：荒井健”
“前回公演より”

チケット好評発売中

日 開催 総合文化会館大ホール

『鏡獅子』
　獅子の精…中村扇雀
提供…「写真／松竹株式会社」

出演者を募集します

　フルコンサートピアノを使って、自由に表現して
みませんか？
　ソロ、連弾、アンサンブル、コーラス、ダンスな
ど、ピアノを使用したものであれば、どんな形でも
参加できます。
　参加方法など詳しくは、総合文化会館へお問い合
わせください。
申込期限　11月１日㈫

このコンサートの主役は「あなた」です。

土 14時開演
総合文化会館大ホール

総合文化会館　℡0897－53－5500
丹原文化会館　℡0898－68－3555
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